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安全上のご注意 


ご使用の前に r 安全上のごま意」をよくお読みの上、正しくお使いください。この「安 
全上のごま意」は製品を安全に正しく使用していただき、あなたや他の人々へのち 
害や財産への損害を未然に防止するために、重要な内容を記載しています。お読み 
になった繳ま、お使いになる方がいつでも見5れるところに必ず保管してください。 
表示と意味は次のよラになっています。 


A ^ 1^この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を 
W 負う可旨剖まが高いと想定される内容を示しています。 

A ^ ^この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死こまたは重傷 
ZlA " *=■ を負う可能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性が 
想定される内容および物的損害の発生が想定される内容を示しています。 


爪ミ主意 


お守りいただく内容の種類を、次の給表示で区分し、説明しています。 


給表示の例 


A A 記号は、注意（警告を含む）を促す内容を告げるちのでず。図の中や近くに 
具体的なま意内容（左図の場合は感電ま意）が描かれています。 


€ 


〇記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を告げるものです。図の中や近 
くに具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

参記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるちのです。図の中や 
近くに具体的な強制内容（左図の場合は電池を取り出す）が描かれていまず。 


A をお スピードライトについて 

A 電池からちれた液が目に入ったときは、すぐにきれいな水で洗い、お 
師の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に傷害を与える原因となります。 


A 

危険 


電池か5ちれた液が皮膚や衣服に付いたとさは、すぐにされいな水で 
洗ラこと 

そのままにしておくと、皮膚びかぶれたりする原因となります。 


A 警告 スピードライトについて 


を 

み解禁止 


分解したり修理-改造をしないこと 

感電したり、異常動作をしてケガの原因となります。 


® 〇 

接触禁止すぐに修理臟を 


落下などによって破損し、内部が露出したときは、露出部に手を 
触れないこと 

感電したり、破損部でケガをする原因となります。 

電池、電源を抜いて、販売店または当社サービス機関に修理を依頼して< ださし、。 
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€ O 

電池を取るすぐに修掛嫌を 


熱くなる、煙が出る、こげ臭いなどの異常時は、速やかに電池を 
取り出すこと 

そのまま使用すると乂災、やけどの原因となります。 

電池を取り出す際、やけどに十分を意してください。電池を抜いて、販 
売店または当社サービス機関に修理を依頼してください。 


W 

水かけ禁止_ 


水につけたり、かをかけたり、雨にめらしたりしないこと 

発乂したり感電の原因となります。 


0 

禁止 

百 

発光禁止 


引乂 • 爆発のおそれのある場所では使用しないこと 

プ□パンガス、ガソ U ンなどの引乂性ガスや粉塵の発生する場所で使用すると、 
爆発や乂災の原因となります。 

車の運転者等にむけてスピードライトを発光しないこと 

事故の原因となります。 


Q スピードライトを人の目に近づけて発光しないこと 

視力障害の原因となります。 

発ホ禁止特に乳幼児を撮影するときは1 m じ(上離れてください。 


Q 発光窓を人体やちのに密着させて発光させないこと 

U やけどや発乂の原因となります。 


A 幼巧の□に入る小さな付属品は、幼児の手の届かないところに置くこと 

幼児の飲み込みの原因となります。 

胃' 万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談くださし、。 


A 


警告 


使用説明書に表示された電池を使用すること 

正しい電池を使用しないと、液ちれ、破裂、発乂の原因となります。 



新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる電池をまぜて使 
用しないこと 

液ちれ、破裂、発乂の原因となります。 

マンガン乾電池、アルカリ電池、リチウム電池は非充電式電池ですので、 
充電しないこと 

液をれ、破裂、発乂の原因となります。 


A ニカド電池、ニッケル水素電池などの充電式電池の充電は、メーカー指 
定の充電器で、付属のミ主意事項を守って行ラこと 
El ' 「+」「一」を逆にしての逆充電、電池が熱いままの充電はしないこと 

破裂、発乂、液ちれの原因となります。 


A 注意 スピードライトについて 


五 

感電を意 


めれた手でさわらないこと 

感電の原因になることびあります。 



























安全上のご注意（つづさ) 
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安全上のご注意（つづさ) 


A 警告 リチウム電池にっし、て 


0 

. 禁止 

電池を乂に入れたり、加熱しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

み解禁止 

電池をショート、分||军しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

A 

警告 

電池に表示された警告 • ミち意を守ること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

A 

警告 

使用説日月書に表示された電池を使用すること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

0 

禁止 

新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる電池をまぜて使 
用しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

A 

警告 

外装チューブをはがしたり、キズをつけないこと 

また、外装チューブがはがれたり、キズがついている電池は絶対に使 

用しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

A 

保管注意 

電池は幼児の手の届かないところに置くこと 

幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は、直ちに医師にご相談ください。 

A 

,警告 

電池の「+」と「一」の向きを間違えないよラにすること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

(§) 

水かけ禁止 

水につけたり、濡らさないこと 

液ちれ、発熱の原因となります。 

0 

禁止 

充電式電池 m 外は、充電しないこと 

液ちれ、発熱の原因となります。 


A 

警告 

電池を廃棄するときは、テープなどで接点部を絶縁すること 

他の金属と接触すると、発熱、破裂、発乂の原因となります。 

お住まいの自治体の規則に従つて、正しく廃棄してくださし、。 


A ち巧 こッケル乾電池、アルカリ乾電池につし VC 


A 

を険 

電池からちれた液が目に入ったときは、すぐにきれいな水で洗い、医 
師の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に傷害を与える原因となります。 
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A 警告ニッケル乾電池、アルカリ乾電池について 


べ^電池を乂に入れたり、加熱しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

電池をショート、分解しないこと 

ノ刀^止液をれ、発熱、破裂の原医!とな D ます。 

/|\電池に表示された警告•ミ主意を守ること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

/|\使用説明書に表示された電池を使用すること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

/〇新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる電池をまぜて使 
vjy 用しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

A 外装チューブをはがしたり、キズをつけないこと 

111 また、外装チューブがはがれたり、キズがついている電池は絶対に使 
用しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

A 電池は幼巧の手の届かないところに置くこと 

lL \ 幼児の飲み込みの原因となります。 

が胃'' ± 胃万一飲み込んだ場合は、直ちに医師にご相談ください。 

/|\電池の「+」と「一」の向きを間違えないようにすること 

液をれ、発熱、破裂の原因となります。 

水につけたり、濡らさないこと 

止ミ夜をれ、発熱の原因とな0ます。 

^充電式電池 m 外は、充電しないこと 

^ 液もれ、発熱の原因となります。 

f 使い切った電池はすぐに器具から取り出すこと 

電 るミ夜をれ、発熱、破裂の原因とな G ます。 

A 電池を廃棄するときは、テープなどで接点部を絶縁すること 

他の金属と接触すると、発熱、破裂、発乂の原因となります。 

胃 n お住まいの自治体の規則に従って、正しく廃棄してください。 

A 電池か5もれた液が皮膚や衣服に付いたときは、すぐにきれいな水で 
^ミホラこと 

胃 q そのままにしておくと、皮膚びかぶれたりする原因となります。 
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ご使用の前に 


本機をご使用になる前に 
理解しておいていたださ 
たいことを説明していま东 


撮影の基本ステップ 

簡単にバランスのよい写 
真び撮れる TTL モードで 
の基本的な操作手順を説 
明しています。 

発光モードの詳細 


S 巨- 800 の各発光モード 
を説明しています。 


その他の機能 

S 巨- 800 のその他の機 
能の詳細を説明していま 
す。 


応用撮影 

S 巨- 800 を使用して行え 
る応用撮影の方法を説明 
しています。 


付録 


別売アクセヴ U —、トラ 
ブルへの対処、お手入れ 
の方法や製品の保証など 
を説明しています。 




























はじめに 


このたびはニコン S 目-8日日をお買い上げいただきありびとうございます。 

ご使用の前にこの「使用説明書」をよくお読みの上、十分に理解してから正し 
くお使いください。本製品には、より具体的にスピードライト撮影をご理解い 
ただくために、別冊の巧目-8日日スピードライト撮影作例集」をご用意いたし 
ました。本書とともにご活用いただくようお願い申し上げます。また、ご使用 
のカメラの使用説明書ち併せてお読みください。 

m SB - 800のまな機能と特長 

•使用するカメラとレンズとの組み合わせにより、各種 TTL モード（隊 P . 43) や外部調光 
モード（陽 P . 44))、マニュアルモード（岐 P . 48) による撮影び可能な、ガイドナンパ' 
— 38 ( IS 日100 - m )/ 己3 ( IS 日200 - m ) (照射角3日 mm 、20° C ) の大光量を持つ、高性 
能スピードライトです。 

-オートパワーズーム機能搭載により、照射角び使用レンズの焦点距離に連動します（一部 
のカメラとレンズの組み合わせ時を除く（陵 = P . 32))。また、内蔵ワイドパネルやバウン 
スアダプター使用時には焦点距離び1 4 mm / l 7 mm のレンズにわ対応できます（隊 P . 
33)。 

-フラッシュへッドは上方向90°から下方向7\左方向180°からち方向90°の範囲で回転 
し、バウンス撮影（陵=ド.10 4) や近接撮影（咳=ド.10 8) を簡単に行ラことびでさます。 

-ク U エイティブライティングシステム搭載により、多彩なワイヤレス増な撮影び可能で 
す（ク U エイティブライティングシステム対応カメラのみ） ( d ^ P . 1 Do 

•バウンス撮影や近接撮影など、広い照射角び必要な撮影は、ワイドパネルとバウンスア 
ダプターを併用すると光び拡散され、手前の主要被写体と背景びバランスよく照明され 
た、ソフトな雰囲気の写真び撮れます（陵 = P . 107、110)。 

-カスタムファンクション機能により、各種の設定び効率よく行えます。（陽 P . 73) 

図インターネットご利用の方へ 

使用上のヒントなど、最新の製品テクニカル情報を、し:!下の当社 web サイトでご覧いただ 
けます。 


http :// www . nikon-ima 呂 e . com / jpn / support / index.htm 
製品をより有効にご利用いただくため、定期的にアクセスされることをおすすめいたし 
ます。 




クリエイティブライティングシステム 」< 

(Creative Lighting System :本書では CLS と記載する場合びあります） ^ 

S 目-8日日はニコンク IJ エイティブライティングシステムを搭載しています。ク U 使 
エイティブライティングシステムは、ニコンのスピードライトとカメラのデータ ^ 
通信ち式を、デジタルカメラにマッチさせたシステムで、スピードライト撮影に m 
新たな可能性を開く、様々な機能を提供します。ク U エイティブライティングシ に 
ステムは、対応するニコンカメラでのみ利用することびでさます。主な機能は、 

次の通りです。 

• i - TTL モード 

ク U エイティブライティングシステム用の TTL モードです。必ずモニタ発光を行い、周 
辺光の影響を受けにくい特長を持っています (D^P. 43)。 

•アドバンストワイヤレスライティング 

アドバンストワイヤレスライティングにより、デジタルー眼レフカメラでのワイヤレス 
増灯撮影時、 TTL モード （i-TTL モード）び使用可能になりました。また、ワイヤレス補助 
巧を3つのグループに分けて発光制御を行ラことで、よりク U エイティブな増灯撮影び可 
能です。（隊 P. 82) 

- FV □ック 撮影 

FV とは Flash Value の略で、フラッシュによる被写体の露光量を意味します。対応カメ 
ラで FV □ックを行うと、構図を変えてちフラッシュ露光量を□ックした撮影び可能です。 

また、□ック中にズーミングしたり、絞り値を変更してち、発光量は自動追随するので 
被写体へのフラッシュ露光量は変わりません。（隊 P. 67) 

-発光色温度情報伝達 

対応デジタルー眼レフカメラ使用時、フラッシュ光の色温度を自動的にカメラに伝達し 
ます。対応カメラでは、この情報をもとにスピードライト撮影時のホワイトバランスび 
適切に制御されます。 

- オー ト FP 八 イスピードシンク □ 

スピードライト撮影時のシャッタースピードを使用カメラの最高速度まで可能にします。 

開放側の絞りび使用でさるので、被写界深度をより浅くしたスピードライト撮影び可能 
です。（陽 P. 66) 

-マルチエリアアクティブ補助光 

AF 撮影時、 SB- 800は CLS 対応カメラのマルチエリア AF に対応したアクティブ補助光 
を照射します。対応カメラでは、フォーカスエ U アを変更してちアクティブ補助光によ 
る AF 撮影び可能です。（陽 P. 目 8) 


ク U エイテイブライティングシステムの詳細については、対応カメラの使用説明書も併 
せてご覧ください。 
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はじめに（つづを) 


m 本書の表記について 
「初期設定」について 

本書では、ご購入時に設定されている機能やモードの設定状態を「初期設定」 
と表記しています。 

r クリエイティブライティングシステム」 ( CLS ) について 

本書では、ク IJ エイティブライティングシステムを 「 CLS 」 と記載する場合び 
あります。 

「リピーティング発光」について 

本書では、従来の「マルチフラッシュ発光」を「1」ピーティング発光」と呼びます。 

本文中の マークについて 

•じ：本機の故障や撮影の失敗を防ぐために注意していたださたいことを記載しています。 

M 本機を使用する際に知っておいていたださたいことを記載しています。 

- □ :本機を使用する際に便利な情報やヒントを記載しています。 

■■■付属品について 

本機には次の付属品び同捆されていますのでご確認ください。 



増設電池パック 
SD-800 


スピードライトスタンド 
AS- 19 


バウンスアダプター 
SW-10H 



カラーフィルタ SJ- 800 
(FL-G1、TN-A1 の計2枚) 



ソフトケース 

SS-800 







ご確認ください 


保証書とカスタマ登録力ードについて 

本製品には保証書とカスタマ登録カードび添付されていますのでご確認ください。 

-イ呆証書の詳細は「アフターサービスとイ呆証について」 ( d ^P. 12目）をご覧ください。 
•カスタマ登録は下記ホームページからを登録でさます。 
http://re 呂 .nikon-ima 呂 e.com 

使用説明書の再発行は当社サービス機関へ 

使用説明書の内容び破損などによって判読でさなくなったとさは、当社サービス 
センターにて新しい使用説明書をお巧めください（有料)。 



ご 

使 

用 

の 

前 

に 


撮影の前には試し撮りを 

大切な撮影(結婚式や海外旅行など）をするとさには、必ず試し撮りをして、スピ 
ードライトび正常に機能するかを事前に確認してください。 

-本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費用及び利益喪失等に関する損害） 
についての補償はご容赦願います。 


定期的に,な検ヴービスを受けてください 

スピードライトは精密機械ですので、]〜2年に]度は定期点検を、3〜己年に] 
度はオーバーホールされることをおすすめします（有料)。 

-特に業務用にご使用になる場合は、早めに点検整備を受けてください。 

-点検整備を依頼される際は、より安むしてご愛用いただけるよラー緒にお使いのカメラ 
やレンズ等も併せて点検依頼されることをおすすめします。 

本製品をま <こ、してご使用いただくために 

本製品は、当社製のカメラ及びレンズなどのアクセヴ U — に適合するように作 
られておりますので、当社製品との組み合わせでご使用ください。 

•他社製品との組み合わせ使用により、事故、故障などび起こることわございます。 
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カメラのグループ分けについて 


本書では、特に記載のないかざり、カメラを1;(下のグループに分類して説明して 
います。ご使用のカメラのグループを下表でご確認の上、本書をお読みください。 
《 CLS はク U エイテイブライティングシステムを 示します。 ( d ^ P . 1 1) 


グループ 

カメラ 

TTL モード（陽 P .43) 


画 

i-TTL 

画 

D-TTL 

画 

TTL 

函*] 

目|_調光 


CLS 《 

対応 

D 2 シ U - ズ- D 70 

F 巨 

〇 

- 

- 

〇 


CLS 非対応 
tV '^) [/ 
一眼レフ 

D 1 シリーズ- D 100 

- 

〇 

- 

〇 


A 

F 已 - FIOO - FSOX シ U — ズ • 
F 90 シリーズ- F 80 シリーズ • 
ニコン齡. F 70 D 

- 

- 

〇 

〇 


B 

F 4 シリーズ. ニコン M 

F -801 S • F -801• 

プ□ネア60 Oi 

- 

- 

〇 

〇 


C 

F - 巨01 • F -601 M 

- 

- 

〇 

本己 

〇 


D 

F 巨 0 D • F 已 0 D • F -401 X 

- 

- 

〇 

ホ已 

〇 


E 

F - 已01 • F -401 S • F -401• 
F -301 

- 

- 

〇 

- 


F 

FM 3 A • FA • FE 2 • FG • 

二〕ノス V • F 3 シリーズ （ AS - 
17使用時） 

- 

- 

〇 

- 


G 

NewFM 2 • FM 10 • FE 10 • 

F 3 シリーズ•ニコンが S 

- 

- 

- 

- 


i - TTL 対応 
クールピクス 

COOL 円 X 8400 

COOL 円 X 8800 

〇 

- 

- 

- 



*1 医白は「バランス調光」です。 HD と同時に表示されます。 （ D ^ P . 43) 

*2 i - TTL モードでのワイヤレス増灯撮影び可能です。 

*3 デジタルー眼レフカメラは、 TTL モードは使用でさません。 

*4 Dlx 、 DIh カメラは、距離優先マニュアル発光は使用でさません。 

* 己バランス調光時でも表示パネルに區白は表示されません。 

* 目 F 3 シ U —ズ ( AS - 17使用時）は、 U ピーティング発光は使用でさません。 






















o :撮影可一；撮影不可 



夕側調光 モ-ド （陽 P . 44) 

マニュアルモード （陽 P . 48) 

ワイヤレス 増な 


陋 

絞り連動 
自動調光 

囲 

外部自動 
調光 

國 

距離優先 

7ニュ乃レ発光 

励 

7 ニュアル 
発光 

晒 

リピーテイ 
ング発光 

アドバンストワイヤ 
レスライティング 

(陽 P . 82) 

SU -4 タイプ 
(主灯） 
(陽 P . 9日） 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

*2 

〇 

夺3 

〇 


〇 

〇 

0*4 

〇 

〇 

- 

0*3 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 


- 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 


- 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 


- 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 


- 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 


- 

〇 

〇 

〇 

ホ已 

〇 

- 

〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 



ご 

使 

用 

の 

前 


に 


使用でさる発光モードはカメラやレンズ、露出モード、測光モードの組み合わ 
せによって異なります。詳細は「発光モードの詳細」 （D^P. 41)、 「S 目-800の 
TTL モード表示について」（陵 =P. 1 14) とカメラの使用説明書をご覧ください。 
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1 操作ボタン早見表 （隊 P .18) 

2フラッシュヘッド （陽 P . 106) 

上方向90°から下方向7°、左方向180° 
からち方向90°の範囲で回転でさます。 

3フラッシュヘッドロック解除ボタン 

(陽 P . 28) 

4ワイヤレスリモートセンサー窓 

(陽 P . 80) 

5電池ぶた取付指標 （隊 P . 24) 

6電池ぶた （隊 P . 24) 

7キャッチライト反射板 （陽 P . 107) 
バウンス撮影時、人物の目にキャッチ 
ライト効果を与えます。 

8ワイドパネル （隊 P . 1 10) 

焦点距離 1 4mm/ 1 7mm のレンズ画角 
に照射角を広げます。 


9 アクティブ補助光窓 （陽 P . 目 8) 

オートフオーカス撮影時、被写体び暗い 
場合にはピント合わせをするためのア 
クティブ補助光を自動的に照射します。 

10 外部電源 コネクター （キャップ付き） 

(隊 P. 1 19) 

11 外部調光用受光窓 （ 瞻= P. 44) 

匹互モードまたは m モード時、被写体 
からの反射光を受光します。 

12 が部アクティブ補助光接点 

TTL 調光コード SC-29 用の接点です。 
13 □ックピン 
14 カメラ連動接点 
15 取り付け脚 


各部の名称と主なはた5き 


8 9 


〇 1 2 3 4 5 
11 1111 



1 2 


3 4 5 6 
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16 フラッシュヘッド上下回転角度目盛 

(隊 P .106) 

17モデリング発光ボタン （岐 P . 72) 

被写体の明るさや影など、ライティン 
グ状態を撮影前にチェックでさます。 

ワイヤレス補助打発光禁止ボタン 

(隊 P . 81) 

ボタンを押している間、ワイヤレス補 
助灯の発光を禁止でさます。 

18フラッシュヘッド左ち回區角度目盛 

(陽 P .106) 

19ターミナルキャップ 

20 TTL 増な夕ーミナル （隊 P . 98) 

コー ド接続による TTL モー ドでの増灯 
撮影時、他のスピードライトに接続し 
ます。 


21シンク□夕ーミナル （隊 P . 99) 

コー ド接続による TTL モー ド！;(外での 
増灯撮影時、他のスピードライトに接 
続します。 

22表示パネル （隊 P . 12己） 

23各種操作ボタン （隊 P .18) 

24レデイライト 

充電完了時に点灯します。また、各種 
自動調光撮影時に、フル発光して露出 
不足のおそれびある場合、発光後に点 
滅して警告します。 

25 □ック レバー （陽 P . 28) 
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操作ボタンについて 



-FLASH ボタン 

発光テストが行えます0(陽 P . 26) 


©ボタン/〇ボタン 

反転表示された項目の数値を変更します。 

ボタン 

約 0.3 秒押し続けると、電源を ON / OFF します。 

マルチセレクター 
趣)ボタン 

設定する項目を選択します。選択された項目 
は反転し、€>/〇ボタンで変更できます。 

約2秒間押し続けると、 カスタムファンク 
シヨン設を 画面になります。（陽 P . 74) 

晒 WIDE ボタン（ワイド側）/ 


ボタン 

発光モードを切り換えます。 （陽 P . 36) 


並 TE にボタン（テレ側） 

照射角を変更します。（陽 P . 32) 


TTL 調光アンダー量表示 

感 0 D 食 +参 el ) 

通远 D + 趣) ボタンを同時に押ず 

押している間、 TTL モード時の調光アンダー量 
び再表示されます。（陽 P . 39) 

初期設定へのリセット 
(||0 DB ) + を N'0Fl| 

通远 D+ 趣亟) ボタンを同時に約 2 秒間押ず 

カスタムフアンクシヨン （ m - ft 表示を除く）を含 
むすべての設定を、初期設定に戻します。 

キー □ック 

(|n/off)) + 避 El ) 

趣画 D + 趣) ボタンを同時に}甲す 

操作ボタン（趣理 D ボタン、モデ U ング発光ボタ 
ン、 FLASH ボタンを除く）を□ックし、不用意 
に押されたとさの誤作動を防止します。再度、同 
時に押すと □ ックび解除されます。 



操作ボタン早見表 

カスタムフアンクシヨン、 TTL 調光アンダー量再表示、 
設定 U セットおよびキー□ックの方法は、操作ボタン 
早見表に要約して、キャッチライト反射板に貼り付け 
ています。 
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表示ノ ネルのアイコンについて 


表示パネルのアイコソま、本機の各種設定状態を表しています。表示されるアイコン 
は、カメラやレンズ、露出モード等の組み合わせや設定によって異なります。 

■■■ 1 な時のアイコンの例 


巧圃困国聞 EU 

IS02 田田 STBVflUTO 

<0.6-4.0 一只卜叫 


成 

ZOOM 2 白 mmFl 1 
CLS ^ 対応カメラとの組み合わせ時の例 


* そ 


TTL 


モニタ発光 

本発光直前にさわめて短時 
間、発光し、被写体からの反 
射光をカメラのセンサーび 
測光して適切な発光制御を行 
います。（咳 P .42) 

TTL モード 

測光情報をちとに、適正露出 
になるように発光量をカメ 
ラび自動制御します。（腹^ P . 


43) 


m BL 調光 

no と同時に点好します。測光 
情報ををとに、被写体と背景 
光のノ くランスを考慮して発光 
量を制御します。（腐 P . 43) 

にり]オー ト FP 八 イス ピー ドシ 
にごンク IIKCLS 《 ） 

シンク□同調砂時を越える 
高速シャッタースピードにを 
自動的に連動して発光でさま 
す。（肢 P . 66) 


絞り連動自動調光 

~~本機の発光による被写体から 
の反射光を本機び測光し、力 
メラから自動的に伝達される 
ISO 感度•絞り値-焦点距 
離 • 露出補正値などの情報を 
加えて、発光量を制御します。 
(腐 P . 44) 

百外部自動調光 

本機の発光による被写体か 
らの反射光を本機び測光し、 
適正な露出となるよラに発光 
量を制御します。（腐 P . 46) 

尸向距離優先マニュアル発光 

IS 日感度と絞り値をもとに、 
入力した撮影距離に合わせ 
て発光量（ガイドナンバー） 
を制御します。（腐 P . 已日） 

マニュアル発光 

任意の絞り値と発光量（ガイ 
ドナンバー）の組み合わせで 
発光します。（原 P . 己 2) 

リピーティング発光 

iiyiij シャッターび開いている間、ス 
ピードライトび連続発光して、 
1コマの画面内に被写体の連 
続的な動さを写し込みます。 
(陪 P . 54) 


《 CLS はク U エイティブライティングシステムを示します。（陵 = P .11) 















































表示パネルのアイコンについて つづき 


ピ CLS 《対応 （ CLS 《） 

CLS 娜応カメラに接続中です。 
(原 P .14) 

ZOOM 才ートパワーズーム 

オートパワーズーム機能によ 
り、レンズの焦点距離に合わ 
せて照射角び自動的にセット 
されます。 ( i ^ P . 32) 

ZOOM AUTO ズームオート 

i-TTL 対応クー J レピクスとの組 
み合わせ時、レンズの焦点距 
離に合わせて照射角び自動的 
_にセットされます。（陪 P .32) 

M 照射角のマニュアル設定 

柳 W 照射角をマニュアルで設定で 
きます。（原 P . 32) 

才ートノ くワーズームの解除 
オートノのーズーム機能び解除 
され、照射角びマニュアルでの 
み設定できます。（腐 P . 32) 

ワイドパネル破損時の照射 
角設定 

ワイドノ くネル破損時に照射角 
_を設定できます。（咳 P .123) 

150旧〇感度 

IS 日感度を表します。（陪 P . 3日) 

EU 調光補正値 

調光補正値を表します。 ( i ^ P . 
62) 

^調光アンダー量 

EU TTL モード時の露出不足の 
目安となる調光アンダー量 
を表します。（咳 P . 39) 


STGV スタンバイ時間 

電源スタンバイ OFF までの 
_時間を表します。（原 P . 73) 

H0 flF-ILL 

アクティブ補助光照射 

アクティブ補助光を照射しま 
す。（腹で. 68) 


flF-ILL 

アクティブ補助光照射禁止 

アクティブ補助光の照射を禁 
止します。（腐 P . 68) 

AF-I しし ON し Y 本発光禁止 

スピードライトの発光を禁止 
し、アクティブ補助光のみ発 
_光します。（原 P . 68) ^ 

a キー□ック 

操作ボタン ( ON / OFF ボタン、 
モデ U ング発光ボタン、 
FLASH ボタンを除く）び□ッ 
クされています。 （ i ^ P .18) 

也 赤目軽減発光 

赤目軽減発光を行います。 
(陪 P . 64) 

で 、'表示パネルバックライト照明 

'乂 操作ボタンを押すと、表示パネ 
ルのバックライトび点灯しま 
す。（陪 P .125) 

401日調光節囲限界 

2 0>調光範囲の限界です。◄時は 
近距離側の、►時は遠距離側 
の限界を示します。(腐 P . 36)。 
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■■■増•灯時のアイコンの例 


MTTL+0.3 

CH 1 た 

-:を 

ATTL-0.7 

STBVflUTO 

fiF-ILL 

B """ 

FI 1 

ピ 

C — 

ZOOM 85 mm 


アドバンストワイヤレスライティング撮影時の例 


^ワイヤレス主好 

ワイヤレス増灯撮影時、カメ 
ラと接続された主灯に設定さ 
れています。（咳 P . 78) 

ワイヤレス補助な 

ワイヤレス増灯撮影時、主灯 
の指示で発光する補助灯に設 
定されています。（原 P . 78) 

REMOTE ワイヤレス補助!0 

ワイヤレス増好撮影時、主 
灯の指示で発光する補助灯 
に設定されています。（咳 P . 
_ 78) _ 

h サウンドモニタ 

ワイヤレス補助灯に設定され 
たとさ、音で状況を知らせるこ 
とびできます。（腐 P . 95) 

(%サウンドモニタの解除 

A サウンドモニタ機能を解除し 
ます。（腐 P . 9己） 


H マスター （ CLS 《） 

アドバンストワイヤレスライ 
ティング撮影時、主打の発光 
モード、調光補正値の設定を 
表します。（陪 P . 84) 

A グループ A ( B 、 C )( CLS つ 

旧、〇アドバンストワイヤレスライ 
ティング撮影時、補助好のグ 
ループ A ( B 、 C ) の発光モード、 
調光補正値の設定を表しま 
す。（原 P . 84) 

IchII 2 3 4 I 

チャンネル （ CLS つ 

アドバンストワイヤレスライ 
ティング撮影時、主灯と補助 
灯び交信するチャンネルを表 
します。 （ B 穿 P . 84) 


■■■反輯表示は 


[MTTL-1.3| 

CH 1 た： か 

STBV--- -V- 

flF-ILL 

lATTL 百.切 

巳 --- 

FI1 S 

C — 

ZOOM 28 mm 


反転表示された項目は、設定（変更）巧能であること 
を示しています。反転表示は約8秒間継続されます。 


《 CLS はク U エイティブライティングシステムを示します。（陵 = P .11) 

























レンズについて 


ニッコールレンズには、 rcpu 内蔵ニッコール」とに PU 内蔵ニッコール！;(外」の 
レンズびあります。この使用説明書では、それぞれのレンズを下のように分類 
して説明しています。 


CPU 内蔵ニッコール 
(CPU レンズと表記） 

G タイプレンズ、 D タイプレンズ、 G タイプおよび D タイプ 
しが4の AF レンズ （F3AF 用を除く）、 Ai-P レンズ 

CPU 内蔵ニッコール m 外 
(非 CPU レンズと表記） 

Ai-S レンズ、 Ai レンズ、シ U- ズ E レンズ等 



CPU レンズの見分け方 

CPU レンズには、 CPU 信号接点びあります。 



G タイプレンズについて 

被写体までの距離情報をカメラボディへ伝達する機 
能びあるレンズです。レンズ本体には絞り U ングびな 
く、絞りはカメラ側でセットします。ただし、装着す 
るカメラによっては、使用できる露出モードに制限び 
あります。詳細はレンズの使用説明書をご覧ください。 


D タイプレンズについて 

被写体までの距離情報をカメラボディへ伝達する機 
能びあるレンズです。絞りはレンズ側、カメラ側のど 
ちらでもセットでさます。詳細はレンズの使用説明書 
をご覧ください。 















































































































撮影の基本ステップ 


最も簡単にバランスのよい写真び撮れる TTL モードで 
I の基本的な操作手順を説明しています。 

1〜8のステップの左ページの手順を追えば、基本的 
なスピードライト撮影が行えます。 

ここでは、 CLS ^ •対応、 CLS 句巧3応デジタルー眼レフ、 A 、 目の各 
グループのカメラおよび CPU レンズとの組みちわせで説明してい 
ます。その他のカメラおよびレンズとの組みをわせ時は、使用でさ 
る機能やパネル表示が異なりますのでご注意ください。 


《 CLS はク U エイティブライティングシステムを示します。 ( d ^ P . 1 1) 




u 電池を入れまず。 



1電池ぶたを矢 EP の順に開けます。 


2 ©©表示の向きに電池を入れ、電池ぶ 
た取付指標を合わせて、電池ぶたを 
押さえなび5スライドさせて閉じま 
す。 


。使用できる電池_ 

1；(下に示す単3形、].已の電池を4本入れてください。 

アルカリ 乾電池 （1 .己 V ) リチウム 電池 （1 .已 V ) ニッケル 乾電池 （1 .己 V ) 

ニカド 電池（充電式、 1.2 V ) ニッケル 水素電池（充電式、 1.2 V ) 

-交換の際は、4本（増設電池パック SD- 800使用時は己本）とも同じメーカーの新品電池を 
入れて < ださい。 

-高性能マンガン電池のご使用はおすすめしません。 

-海外等へお出かけの際は、予備の電池をご用意ください。 

•電池の詳細についロホ、「電池について」（陽 P.121) もご覧ください。 

S 電池を5本使用して発光間隔を短縮する 

付属の増設電池パック SD -8 日日を使用して電池を已本使用すると、発光間隔を 
短縮でさます。使用ち法、使用上のを意は、 ( i ^ P . 70) 
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Ill 電池別の最短発光間隔と発光回数 


4本（または已本）すべて同一種類の新品電池を使用して M 1/ I 発光した場合の 最 
短発光間隔と発光回数は、1；(下のとおりです。 


電池 

使用本数 

最短発光間隔※ 

発光回数/発光間隔※ 

アルカ1」乾電池 

4本 

約目.□秒 

130回しソ上/6〜30秒 

己本 

約己.0秒 

130回し:!上/己〜30秒 

U チウム電池 

4本 

約 7.5 秒 

170回しソ上/7.己〜30秒 

己本 

約7.日秒 

190回し:!上/7.己〜30秒 

ニッケル乾電池 

4本 

約目.□秒 

140回しソ上/目〜30秒 

己本 

約己.□秒 

140回し:!上/日〜30秒 

ニカド電池 （1 日日 0mA) 

(充電式） 

4本 

約 4.0 秒 

90回しソ上/4〜30秒 

日本 

約3.日秒 

90回し:!上/3.日〜30秒 

ニッケル水素電池 (2000mA) 
(充電式） 

4本 

約4.□秒 

1己0回1：!上/4〜30秒 

己本 

約 2.9 秒 

1己0回し:!上/ 2.9 〜30秒 


※電池初期での性能 

-アクティブ補助光-ズーム作動 • 表示パネルのバックライトを使用しない場合の数値です。 
•電池性能の変更等によってデータび異なることびあります。 


■■■レディライト点打が遅くなつた5電池を交換する 

電源日 N や発光後、レディライト点灯までの時間び1；(下のように遅くなったら、 
早めに電池を交換または充電してください。 


アルカリ乾電池 

30秒上 


リチウム電池 

10秒上 

交換する 

ニッケル乾電池 

10秒!;>(上 


二カド電池 

10秒上 

充電する 

ニッケル水素電池 


•著しく電池び消耗ずると、本機の電源び OFF 状態でも、ズーム動作び繰り返されて作動 
音び発生ずることびありまず。このよラな場合は、外部電源使用時でも、本機の電池を 
交換してください。 

0外部電源_ 

外部電源（別売）を使用すると、電源供給び安定し、発光回数を増やしたり、発 
光間隔を短縮できます。（原 P . ] ] 9) 


撮影の基本ステップ 




























每発光を確認しまず。 



1趣画 D ボタンを約 0.3 秒巧して電源を ON 
にし、レディライトの点灯を確認します。 


2 FLASH ボタンを巧して、発光を確認しま 
す。 


■■■テスト発光 


ごま意 


テスト発光を行ラ場合は、発光部に目を近づけないよラごを意 < ださい。 


-マニュアルモード時はセットした光量で、 TTL モード時は約1/1目の光量で発光します。 
•絞り連動自動調光/外部自動調光時は、セットしたに日感度、絞り値、照射角によって調 
光された光量で発光します。 

-絞り連動自動調光/外部自動調光時には、 FLASH ボタンを押して撮影前に光量不足確認 
を行ラことびでさます。 ( d ^P. 58) 


ボタン 


涵函 D ボタンを約日.3秒間押すと電源 ON になり、表示パネルび点好します。 
をう一度涵画 D ボタンを押すと電源 OFF になり、表示パネルび消好します。 

























0 電池の無駄な消費を防ぐスタンバイ機能 

本機とカメラを操作しない状態び一定時間！;(上続くと、自動的に電源び OFF に 

なり、電池の無駄な消費を防ぎます。（スタンバイ日 FF の状態） 

-スタンバイ日 F 刊寺には、表示パネルに STB V のみび表示されます。 

-スタンバイ日 FF のときは、本機の趣亟)または FLASH ボタンを押すと電源日 N になり、 
表示パネルび点灯します。また、 TTL モードでの撮影び可能なカメラ（腐 =P.14) 装着時 
には、カメラのシャッターボタンの半押しに連動して、スタンバイ日 FF から日 N になりま 
す。 

-ワイヤレスモードにセットした場合は、主巧時は約 40 秒間湖期設定）でスタンバイ日 FF 
になりますび、補助灯として使用時はスタンバイ機能の設定にかかわらず、スタンバイ 
日 FF になりません。（陽 P. 79) 

•電源日 N や発光後、約目0秒経過してわレディライトび点灯しない場合は、スタンバイ機 
能の設定にかかわらずスタンバイ日 FF になります。 

•本機をバッグに入れて持ち運ぶ際などは、誤発光や誤動作を防ぐため、必ず涵函 D ボタン 
を押して表示パネ J レを消灯させてに T B V 表示の消灯を確認して）ください。 

スタンバイ OFF までの時間の設定 

スタンバイ日 FF までの時間は、カスタムフアンクシヨン機能で設定します。 
(腐 P . 73) 


撮影の基本ステップ 
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I 3| カメラに取り付け、フラッシュヘッドを 




1 SB - 800およびカメラの電源を OFF 
にします。 





2 □ックレバーを左に回してから、取り 
付け脚をホットシューに差し込み、 □ 
ックレバーをちに回します。 



3 フラッシュヘッド□ック解除ボタンを 
巧しなび！5、フラッシュヘッドを正面 
水平方向にセットします。 


巧□ックレバーは、止まるまで確実に回す_ 

□ックする際には、□ックレバーび止まるまで右ち向に約9ぴ回します。□ック 
を解除する際には、左ち向に止まるまで回します。 
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セットしまず。 


0正面水平方向にセットされていない場合の警告表示_ 

電源を ON にして、フラッシュへッドび正面水平ち向にセットされていないと、 
表示パネルび1；(下のようになります。フラッシュへッドの回転角度については 

-下方向7°にセットされると、距離表示アンダーラインの下に 
破線アンダーノ く一び表示されます。 


• 正面水平および下方向7°しソ外に向いていると、調光範囲表示 
び消灯します。 


(陽 P . 10目）。 


巧 fTT リ旧 L ] 

ISO 己 00 STBVflUTO 

J J J n rf-ILL 






撮影の基本ステップ 
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4 旧 0 感度をセツトしまず。 


本書では、デジタルー眼レフカメラの撮像感度および銀塩フィルム式カメラの 
フィルム感度を総称して、に日感度と表記します。 

CLS 対応、 CLS 非対応デジタルー眼レフ、 A 、 目、 i - TTL 対応クールピクスの各 
グループのカメラと組み合わせた時は、カメラと SB -8 日日の電源を日 N にすると 
に日感度は自動的にセットされて表示されます。 

MTTL モード撮影が可能な旧0感度について 

S 目-8日日の TTL モード撮影び可能な ISO 感嵐ま JS 02 已〜 ISO 1日日日の範囲です。 
•このに日感度連動範囲は、使用するカメラによっては狭くなる場合びあります。詳細は、 
カメラの使用説明書をご覧ください。 

•IS 日感度によって、表示パネルの調光範囲表示び変化します。 IS 日感度は正しくセットし 
て < ださい。 

図 SB - 800とデジタル通信を行うカメラについて 


CLS 対応、 CLS 非対応デジタルー眼レフ、 A 、 B 、 i - TTL 対応クールピクスの各 
グループのカメラは、本機とデジタルデータ通信を行い、 ISO 感度は自動的に 
カメラから本機に伝えられます。また、これらのカメラ （ i - TTL 対応クールピク 
スを除く）に CPU レンズを装着すると、絞り値と焦点距離を本機に自動的にセ 
ットされます。 

図スピードライトの旧0感度のセットについて_ 

TTL モー ドおよびマニュアル モー ド(医圓距離優先マニュアル発光を除く）の場 
合、スピードライトのに日感度のセットは、表示パネルの調光範囲や撮影距離 
を正しく表示させるためであり、発光量の制御とは直接関係ありません。 

一ち、外部調光モード（励絞り連動自動調光/囲外部自動調光）や國距離優先 
マニュアル発光では、発光量の制御はスピードライトび行うため、カメラの 
ISO 感度をスピードライトにセットすることで適正露出び得られます。 CLS 対 
応、 CLS 非対応デジタルー眼レフ、 A 、 目、 i - TTL 対応クールピクスの各グルー 
プでは、カメラの ISO 感度は自動的に SB -8 日日にもセットされます。 





■■■ C 〜 G グループの旧 0 感度の セツト 方法 


C 〜 G グループのカメラは、カスタムフアンクシヨン機能 （ i ^ P . 73) でセツ 
します。 



本機の電源を OFF にしてか5再度 ON に 
し、カメラの電源を ON にします。 


2 ® ボタンを約2砂間巧して、カスタムフ 
アンクシヨン設定画面にします。 


3 ©または〇ボタンおよび晒/並ボタンを 
巧して、「旧〇」を選択し、 ® ボタンを巧 
します。 


じ5 11 111 4 

nsEi I 


©または〇ボタンを巧して希望の旧〇感 
度を反輯させます。 


撮影の冨本ステップ 


已趣)ボタンを約2秒間巧すか、麵ボタン 
を巧して、通常の表示に戻します。 
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照射角をセット します。 


1照射角をセットします 


巧凹 J 固 JEEJ 回 EU 


• セツト方法は、オートパワーズーム機能によ 
る自動設定と、マニュアル設定の2通りびあ 
0ます。 



• 照射角によってガイドナンバー（発光量）び変 
化します。詳細は（陽 P . 49)。 


II ■才ートパヮー乂ーム 

CLS 対応、 CLS 非対応デジタルー眼レフ、 A 、 目の各グループのカメラと CPU 
レンズとの組み合わせ時は、オートパワーズーム機能により、レンズの焦点距 
離に合わせて照射角び自動的にセットされます。 

•自動設定できる照射角は 24 mm 、28 mm 、 3己 mm 〜10己 mm (3 己〜10己 mm の間は 
己 mm さざみ）です。 

-レンズの焦点距離び上記の照射角しソ外の場合には、広角側にセットされます。例えば、 
焦点距離3目〜 39 mm の場合は照射角3己 mm になります。 

•照射角表示に M び表示されていなければ、オートパワーズーム状態です。 M び表示され 
ている場合は、 M び消灯するまで陋または並ボタンを何度か押してください。 


巧『田后 nFPi 巧。1 


巧 frm 耐 

T C n ^ i^TDII Ci\ ITfi 

IS 日己 00 STBVflUTO 

<0.6-4 .〇 mAF 苗 L 


ilnUi じ ! じ！ bl ピ VHUIU 

<0.6-2.4 mAFgL 

ZOOM IWmmFl 1 帮 


ZOOM |35mmF2 2 巧 :- 


オートパワーズーム マニュアル 


m i - TTL 対応クールピクスカメラとの組み合わせ時は_ 

i - TTL 対応クールピクスカメラとの組み合わせ時は、才ートパワーズーム機能に 
より、レンズの焦点距離に合わせて照射角び自動的にセットされます。このと 
さ、照射角表示には AUTO び表示され、照射角は表示されません。 



STBVflU 

flF-ILL 

I ピ 


^0.0-2. 4 m' 


(zoom AUToJ F2 2 戰 
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Ill マニュアルによる照射角の設定 

C 〜 G グループカメラや非 CPU レンズとの組み合わせ時、あるいはレンズの焦点距 
離と異なる任意の照射角にセットする場合は、照射角をマニュアルでセットします。 

-陋ボタンを押すと数値び減り（広角側)、並ボタンを押すと数値び増えます（望遠側)。 

-マニュアル設定時は照射角表示に M び表示されます。 

•オートパワーズームび作動するカメラ、レンズの組み合わせで、焦点距離3日 mm のレン 
ズを使用している場合、じ(下のよラに変化します。 

M24mnrH-H\/l28mm^-K3 己 mm^"4M 已 0mm^"4M70mnrH-H\/l8 已 1 〇已 mm 

•通常は、レンズの焦点距離と同じ照射角または、焦点距離に最ち近い広角側にセットし 
ます。例えば、目 0 mm レンズの場合は己 0 mm にセットします。 

0才ートパワーズームの解除_ 

オートパワーズームはカスタムフアンクシヨン （ i ^ P . 73) で解除でさます。才 
ートパワーズームを解除すると、照射角を手動でセットでさ、ズーミングやレ 
ンズ交換または電源 ON/OFF を行っても照射角び変わりません。 

-オートパワーズームを解除すると、照射角表示にび表示されます。 

-陋ボタンを押すと数値び減り（広角側)、並ボタンを押すと数値び増えます（望遠側)。 

じ(下のよラに変化します。 

24mnrH-^28mnrH-^3 己 mm ◄-► 已 0mm^"470mm^"48 已 1 〇已 mm 

S ワイドパネル/バウンスアダプター使用時は_ 

使用するレンズの焦点距離び] 4〜 23 mm の場合はワイドパネル（原 P .]] 日）を 
使用して < ださい。 

-ワイドパネルをセットするとオートパワーズームは解除されます。照射角は陋または並ボ 
タンを押して 14 mm または 17 mm に切り換えられます。 

•バウンスアダプター(隊 P . 10 7) を装着すると、照射角は 14 mm に固定されます。 

•-般的に 14 mm または 17 mm のレンズを使用した撮影では、画面の中むと周辺では、力 
メラから被写体までの距離び大さく異なります。このため、条件によっては、画面周辺 
の被写体び十分に照明されない場合びあります。バウンスアダプター使用時ち同様です 
ので、ごミち意ください。 


撮影の基本ステップ 
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を]カメラの露出/測光モードをセットしま式 



1露出モードを " P " プ□グラムオート 
にセツトします。 

• "P" プ□グラムオートび使用できない場合は、 
ちページを参照して、他の露出モードを使用 
して < ださい。 


2測光モードを"固"マルチパターン測 
光にセットします。 

•"図"マルチパターン測光び使用でさない場合 
は、"面"中央部重点測光を使用してください。 


S 露出モード、測光モード 

カメラやレンズ、発光モードなどによって、使用できる露出モード、測光モー 
ドび異なります。詳細は、「発光モードの詳細」（除 P . 41)、に巨-8日日の TTL 
モード表示について」 （ i ^ P . ] ] 4) およびカメラの使用説明書をご覧ください。 

-プ□グラムオート時には、シャッタースピードは自動的にシンク□同調シャッタースピ 
-ドになりますけート FP 八イスピードシンク□時を除く。陽 P . 目6)。 
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図" p " プ□グラムオート m 外の露出モードについて 
" S " シャッ ター優 巧 才ート 

シ ャッ タースピードを同調シ ャッ タースピードより低速側に セッ トすることに 

より、背景光を写し込むスピードライト撮影び行えます。 

•絞りはカメラび自動的にセットします。詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。た 
だし、セットされる絞りに対応する 「 TTL モード時の調光範囲」（陽 P . 37) を確認して、 
シャッタースピードをセットして<ださい。 

. シャッタースピードび同調シャッタースピードより高速側にセットしてある場合、本機 
の電源を日 N にすると、自動的に同調シャッタースピードにセットされます（オート FP 八 
イスピードシンク□時を除く。陵 = P . 目目)。 

" A " 絞り優巧オート 

任意の絞りをセットすることにより、撮影者自身び被写界深度（ピントの合ラ前 

後の範囲）や撮影距離を考慮したスピードライト撮影び行えます。 

. シャッタースピードはカメラび自動的にセットします。詳細はカメラの使用説明書をご 
覧ください。 

•絞りは、「ガイドナンパー」（陽 P .49) と 「 TTL モード時の調光範囲」（隊 P . 37) を参考 
にセットしてください。 

" M " マニュアル 

任意のシャッタースピードと絞りをセットすることにより、背景光、被写界深 

度、撮影距離などを考慮したスピードライト撮影び行えます。 

. シャッタースピードび同調シャッタースピードより高速側にセットしてある場合、本機 
の電源を日 N にすると、自動的に同調シャッタースピードにセットされます（メカニカル 
シャッターカメラを除く、才ート FP 八イスピードシンク□時を除く。陽 P . 目目)。 

•絞りは、「ガイドナンパー」（隊 P . 49) と 「 TTL モード時の調光範囲」（隊 P . 37) を参考 
にセットしてください。 


撮影の基本ステップ 
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7J SB -800 の発光モードをセットしまず。 



CM 5 E ) ボタンを巧して発光モードをセ 
ットしまず。 

•表示パネルに面 DU 白を表示させます。 


主要被写体び調光節囲内にあること 
を確認します。 


m 発光モードの切り換え方 


( M 函 D ボタンを押すごとに、使用可能な発光モードのアイコンび切り換わり表示 
されます。各アイコンの意味については「表示パネルのアイコンについて」 
(腐 P .19) をご覽ください。 


DC t 胃 3"^ |GN| M EH 



•使用でさない発光モードは、 （ M 亞を ボタンを押してをスキップされ、表示されません。使 
用でさるモードだけび切り換わり表示されます 
•使用でさる発光モードはカメラやレンズ、露出モード、測光モードの組み合わせによつ 
て異なります。詳細は、「発光モードの詳細」（隊 P . 41)、 「 SB - 800の TTL モード表示 
について」 （ D ^ P . 1 14) および各カメラの使用説明書をご覧ください。 































■■■調光節囲について 


本機の調光範囲は 日.目 m 〜2 日 m です。 ただし、 IS 日 感度、照射角、絞り値に よ 
つて異なります。 

TTL モード時の調光範囲 


1 旧0感度 

照射角 ( mm ) I 


1600 

800 

400 

200 

100 

50 

25 

BA *1 

BA 

14*1 

17*1 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

が 



















2.8 

2 

1.4 
















4 

2.8 

2 

1.4 















5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 



0.8 〜 9.0 

1.0-11 

1. H 2 

1.3 H 4 

1.9 〜20 

2.0 〜20 

2.4 〜20 

2.8 〜20 

3.0 〜20 

3.4-20 

3.6 〜20 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 


0.6 ィ .3 

0.7~8.0 

0.8 〜 9.0 

0.8 〜10 

1>15 

1.4-16 

1.7-19 

2.0-20 

2.2 〜20 

2.4-20 

2.5-20 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 

0.卜 4.5 

0.6-57 

0ぶ〜 6.3 

0.7 〜 7.0 

1.0-10 

1.0-11 

1.2-13 

1.4-16 

1.6 〜18 

1.7 〜19 

1.8-20 

調 

が 

16*3 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

0ぶ〜 3.2 

0ぶ〜 4.0 

0.卜 4.5 

0.6-5.0 

0.7 〜 7.5 

0.7 〜 8.0 

日.8〜 9.5 

1.0-11 

ル13 

1.2-13 

1.3-14 

軸 

囲 

m 

22 

16 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

0.6 〜 2.2 

0.6 〜 2.8 

0.6 〜 3.1 

0.6 〜 3.5 

0的.3 

0.6-5.7 

0.6 〜 6.7 

07-7.6 

0.8 〜 9.0 

0.8 〜 9.5 

0. H 0 

32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

4 

0.6-1.6 

0.6 づ .0 

0.6 〜 2.2 

0.6 心 

0.6 づ .7 

0.卜 4.0 

0.6 〜 4.8 

0.6~5.3 

0.6-6.3 

0.6 〜 6.7 

0.6 ィ .1 


32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

0.6 〜 1.1 

0.6-1.4 

0.6-1.6 

0.6 〜 1.8 

0.6 〜 2.6 

0.6 〜 2.8 

0.6 〜 3.4 

0. 卜 4.0 

0ぶ〜 4.5 

0.6 〜 4.8 

0.6 〜 to 



32 

22 

16 

11 

8 

0.6 〜 0.8 

0.6 〜 1.0 

0.6 〜 1.1 

0.6 〜 1.2 

0.6 〜 1.8 

0.6 〜 2.0 

0.6 〜 2.4 

0.6 づ .8 

0.6 〜 3.2 

0.6 づ .4 

0.6 づ .6 




32 

22 

16 

11 

- 

0.6 〜 0.7 

0.6 〜 0.7 

0.6 〜 0.8 

0.6-1.3 

0.6 〜 1.4 

0.6-1.7 

0.6 〜 2.0 

0.6 〜 2.2 

0.6 〜 2.4 

0.6 〜 2.5 





32 

22 

16 

- 

- 

- 

- 

0純9 

0.6 〜 1.0 

0.6-1.2 

0.6 〜 1.4 

0.6 〜 1.6 

0.6 〜 1.7 

0.6 〜 1.8 


目 A :バウンスアダプター装着時 

*1 ワイドパネル使用時 

*2 この感度では使用でさません(参考値)。 

ISO 1000の時に使用可能な絞り値は、表中のに日1目00のとさの絞りより2/3 
段開いた値(またはに日800から1/3段絞った値）になります。 

*3 ■ F -501• F -40 1 S • F -40 1 • F -301 で TTL プ□グラムフラッシュを行った 
場合の制御値（ただし、 F -40 1 S • F -40 1は、 IS 日2己〜400の範囲です） 


隱 GM 妾テップ 
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夕 J 構図を巧め、撮影します。 



1カメラのシンク□モードを5崔認、します。 

•通常の撮影では、先幕シンク□を使用して 
<ださい。 


2 構図を決め、 SB - 800またはカメラ 
のファインダー内のレデイライトの 
点なを確認して、撮影します。 


巧シンク□モードは先幕シンク□に 


後幕シンク□機能のあるカメラでは、シンク□モードび先幕シンク□に設定さ 
れていることを確認してください。 

-その他のシンク□モードについては、「ス□-シンク□撮影」（陽 P . 64) 「赤目軽減スロ 
-シンク□撮影」（陽 P . 目 4) 「後幕シンク□撮影」（陽 P . 目日）をご覧ください。 

-シンク□モードの詳細は、各カメラの使用説明書をご覧ください。 
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TTL 調光アンダー量表示 

CLS 対応、 CLS 非対応デジタルー眼レフ、 A および i - TTL 対応クールピクスの各 
グ J レープのカメラと組み合わせて TTL モードで使用している場合、上記レディラ 
イトの点滅と同時に、 TTL 調光アンダー表示と露出不足量の目安となるアンダー 
量を約3秒間表示します。（表示範囲：日〜一 3.0 EV ) 

• TTL 調光アンダー量表示は、消灯後も通西1)+趣)ボタンを同時に押すと、押している間、 
再表されます。 



I ZOOM 28 mmFl 1 双 



巧発光直後にレディライトび点滅すると露出不足の可能性びあります 

TTL モー ドおよび外部調光 モー ドでの撮影時に、本機びフル発光して露出不足 
の可能性びある場合は、発光直後にカメラのファインダー内および本機のレデ 
ィライトび約3秒間点滅します（カメラによっては本機のみ、またはカメラのみ 
び点滅)。撮影距離を短くするか、絞り値を開放側にセットするなどして、撮影 
し直して < ださい。 


撮影の基本ステップ 
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SB- 800とクールピクスとの組み合わせ4 

箱 COOL 円 X 8800、 COOL 円 X 4 己00ヵメラなど、 ァクセヴ U 
—シュ ー（ ホットシュ ー） または TTL 増な夕ーミナルのある 
C00LPIX カメラで、 より大さな光量び必要な場合や増灯で 
光に変化をつけたいときなどには、 S 目-8日日などの TTL モー 
ドび可能なスピードライトを外付け接続して使用でさます。 
外付けスピードライトを TTL モードにセットすれば、カメラ 
からの発光開始と停止の信号によって発光量び制御されるた 
め、手軽に自動調光撮影び巧能です （ i - TTL 対応クールピク 
スではスタンダード i - TTL 調光び、それ！;(外のクールピクス 
ではカメラの外部自動調光び行われます)。 

- C 日日 L 円 X 880 日な どホッ ト シューを備えているカメラは直接アク 
セヴ U —シューに装着します。 

- C 日日 L 円 X 4 己00など、 TTL 増灯夕ーミナル付きで ホッ トシューを 
備えていないカメラは、増灯ブラ ケッ ト SK - E 90 日 （別売）などのア 
クセヴ U —を使用して接続します。 

-詳細は各カメラの使用説明書をご覧ください。 




C00LPIX カメラの内蔵スピードライトを主抑こ、 SB- 800を 
補助抑こしたワイヤレス増阿撮影はできません。ごを意くださし、。 
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発光モードの詳細 


SB - 800の各発光モードを説明しています。 
カメラ側の機能や設定については、 

必ずカメラの使用説明書をご覧ください。 




SB -800 の発光モード 


S 目-8日日は1；(下の発光モードを備えています。使用できる発光モードはカメラ 
やレンズ、露出モード等の組み合わせによって異なります。一般的な撮影には 
TTL モードの使用をおすすめします。 

■■■発光モードの種類（表示マーク、使用できるカメラ） 


TTL モード 

• i-TTL モード： 

• D-TTL モード： 
•TTL (銀塩）モ-ド： 


面 D 医日/面日： CLS 対応カメラ、 i-TTL 対応クー 
ルピクスカメラ 

画画/画： CLS 非対応デジタルー眼レフカメラ 
IIDiD/nD : A 〜 F グループ（銀塩フィルム式力 
メラ） （C、D グループカメラでは 
バランス調光時でも匡□は表示さ 
れません） 


外部調光モード 

• 絞り連動自動調光： 励(岐 P.44) : CLS 対応、 CLS 非対応デジタ 

ルー眼レフ、 A、 目、 i-TTL 巧 
応 クール ピクスの各 グループ 

• 外部自動調光： 囲（咳 P. 46) :制限はありません 


マニュアルモード 

• 距離優先マニュアル発光：國（原 P. 己日) 
• マニュアル発光： 励（腐 P. 52) 

• リピーティング発光： EH (腐 P. 己 4) 


Dlx、 DIh カメラを除く 
制限はあ0ません 
制限はあ0ません 


図モニタ発光について 


SB - 800は、下記の組み合わせ時は本発光直前にモニタ発光を行い、本発光に必要な被写 
体情報を収集します。 


• CLS 対応、 CLS 非対応デジタルー眼レフ、 A の各グループカメラと CPU レンズの組み 
合わせ、および i - TTL 対応クールピクスカメラとの組み合わせで TTL モードに設定時 
- CLS 対応カメラと CPU レンズの組み合わせで絞り連動自動調光に設定時 
モニタ発光は通常、本発光と区別して目視することはでさませんび、モニタ発光を行ラ場 
合は、表示パネルにそ$び表示されます （1 灯での使用時)。ただし、 A グループカメラの場 
合、本機のフラッシュヘッドび正面水平と下方向7°し^外にセットされているとさ、または 
カメラび後幕シンク□にセットされているとさは、そ$び表示されていてもモニタ発光は行 
いません。 





TTL モード 


"■ TTL モ-ド：画_ 

被写体からの反射光をカメラで測光し、カメラび S 巨-8日日の発光量を制御する 
調光ち式です。 

バランス調光：（面日 ID ) について 

モードボタンを巧して面 D 1 □を選択すると、被写体と背景光のバランスを考慮 
して発光量を制御する、バランス調光を行います。 （ C 、 D のグループでは、バ 
ランス調光時でを医日は表示されません)。 

- i - TTL モードでは i - TTL - 巨 L 調光と呼称します。 

スタンダード TTL 調光：（圆）について 

モードボタンを巧して面日を選択すると、背景光を考慮せず主要被写体び基準露 
光量になるよラに発光量を制御します。主要な被写体を強調した撮影に最適です。 

- i - TTL モードではスタンダード i - TTL 調光、 D - TTL モードではスタンダード D - TTL 調光、 
TTL (銀塩）モードではスタンダード TTL 調光と呼称します。 

STTL モー ド表示について_ 

CLS を搭載しないスピードライトでのアイコン表示/ TTL 名称と S 目-800での表示を対応さ 
せた表を巻末にまとめていますので、ご覧ください。 （ D ^ P . 1 14) 

- TTL モードでの撮影方法は基本ステップをご覧ください。（陽 P . 23) 

SF 5 カメラで 1/300 TTL 高速 シンク□で 撮影を行う場合_ 

遠距離側の調光範囲は本機の表示パネルでは確認でさません。112ページの表および計算 
式を使って確認してください。 


発光モ—ドの詳細 
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外部調光モード 


gs 絞り連動自動調光撮影 

S 巨-8日日の発光による被写体からの反射光を S 目-8日日び測光し、カメラから伝 
達される ISO 感度-絞り値-焦点距離-露出補正値などの情報を加えて、 SB - 
8日日び発光量を制御します。 

•絞り連動自動調光は、 CLS 対応、 CLS 非対応デジタルー眼レフ、 A 、 巨の各グループの力 
メラと CPU レンズとの組み合わせ時、および i - TTL 対応クールピクスカメラと組み合わ 
せた時に使用でさます。 

-上記の組み合わせで外部調光モードを選択すると、初期設定で絞り連動自動調光にセッ 
卜されます。カスタムファンクシヨン（隊 P . 73) で外部自動調光（陽 P . 46) に変更す 
ることちでさます。 

1カメラの露出モードを" P" プ□グラムオートま 
たは" A" 絞り優先才ートにセットします。 

•カメラの露出モードを" P " プ□グラムオートにセッ 
卜するとカメラの表示パネルに 「 FEE 」 び表示される 
場合は、" A " 絞り優先オートを使用してください。 

2レンズを最小絞りにセットします。 

- G タイプレンズでは最小絞りのセツトは不要です。 




44 








































4 露出モードが" A" の場をは、調光範囲を確認しな 
がら、カメラ側で絞り値をセットします。 

-本機による調光補正も行えます。（陽 P . 62) 


5レディライトの点灯を確認して、撮影します。 

-本機びフル発光して露出不足の可能性びある場合は、 
発光直後にレディライトび約3秒間点滅します。撮影距 
離を短くするか、絞り値を開放側にセットするなどして、 
撮影し直してください。 


III sa 絞り連動自動調光時の絞り値 

下表の範囲内で、カメラ側で絞り値をセツ ト してください。 

絞り連動自動調光時の調光節囲 


旧 0 感度 照射角 (mm) 


1600 

800 

400 

200 

100 

50 

25 

BA*1 

BA 

14*1 

17*1 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 


8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 


0.6 〜 6.3 

0.7 〜 8.0 

0.8 〜 9.0 

0.8 〜10 

1>15 

1.4 〜16 

1.7-19 

2.0-20 

2.2 〜20 

2.4-20 

2.5-20 


11 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 

0ぶ〜 4.5 

0.6-57 

0ぶ〜 6.3 

0.7 〜 7.0 

1.0-10 

1.0-11 

1.2 〜13 

1.4-16 

1.6 〜18 

1.7 〜19 

1.8 〜20 

16 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

0.6 〜 3.2 

0.卜 4.0 

0.6-4.5 

0的.0 

0.7-7. 5 

0.7 〜 8.0 

0.8~9.5 

1.0-11 

ル13 

1.2 〜13 

1.3-14 

22 

16 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

0.6 〜 2.2 

0.6 〜 2.8 

0.6 〜 3.1 

0.6-3.5 

0的.3 

0.6-5.7 

0.6-67 

0.7 〜 7.6 

0.8 〜 9.0 

0.8 〜 9.5 

0.9 〜10 

調 

が 

32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

4 

0.6-1.6 

0.6 〜 2.0 

0.6 〜 2.2 

0.6 心 

0.6-37 

0.6 〜 4.0 

0.6 〜 4.8 

0.6~5.3 

0.卜 6.3 

0.6 〜 6.7 

0ぶ〜 7.1 

軸 

囲 

m 


32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

0.6 〜 1.1 

0.6 〜 1.4 

0.6-1.6 

0.6 〜 1.8 

0.6 〜 2.6 

0.6 〜 2.8 

0.6 〜 3.4 

0於 4.0 

0.卜 4.5 

0.6 〜 4.8 

0.6~5.0 



32 

22 

16 

11 

8 

0.6 〜 0.8 

0.6 〜 1.0 

0.6 〜 1.1 

0.6 〜 1.2 

0.6 〜 1.8 

0.6 〜 2.0 

0.6 〜 2.4 

0.6 〜 2.8 

0.6 づ .2 

0.6 づ .4 

0.6 づ .6 




32 

22 

16 

11 

- 

0.6 〜 0.7 

0.6 〜 0.7 

0.6 〜 0.8 

0.6-1.3 

0.6 〜 1.4 

0.6-1.7 

0.6 〜 2.0 

0.6 〜 2.2 

0.6 〜 2.4 

0.6 づ .5 





32 

22 

16 

- 

- 

- 

- 

0純9 

0.6 〜 1.0 

0.6-1.2 

0.6 〜 1.4 

0.6 〜 1.6 

0.6 〜 1.7 

0.6 〜 1.8 


BA ： バウンスアダプター装着時 
*1 ワイドパネル使用時 

例えば、 IS 日感度100,焦点距離（照射角）3日 mm で被写体までの距離び己 m の場合、表 
から絞り値は F 己.6〜 F 2 をセツトすると適正な露出び得られます。 



発光モ—ドの詳細 
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外部調光モードっづき 


m 外部自動調光撮影 

SB -8 日日の 発光による被写体からの反射光を S 目- 8 日日び 測光し、適正な露出と 
なるように SB -8 日日び 発光量を制御します。カメラ（レンズ） の 絞り値を変える 
ことで、露出補正（陪 P . 6日）び簡単に行えます。 

-外部自動調光を使用でさるカメラに制限はありません。 

• CLS 対応、 CLS 非対応デジタルー眼レフ、 A 、 巨の各グループのカメラと CPU レンズと 
の組み合わせ、および i - TTL 対応クールピクスカメラとの組み合わせで外部調光モードを 
選択する場合は、初期設定で絞り連動自動調光（岐 P . 44) にセットされます。外部自動 
調光にセツトする場合は、カスタムフアンクシヨン（腐 = P . 73) で変更してください。 



1カメラの露出モードを" A " 絞り優先オートまたは 
"M" マニュアルにセットします。 



2通函 D ボタンを巧して囲外部自動調光にセットし 

^ 〇 



3 0/0 ボタンを巧し、調光範囲を確認しながら、絞 
り値をセットします 


4本機にセットした絞り値をレンズまたはカメラに 
セットします。 
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已シャッタースピードを同調シャッタースピードに 
セットします。 

-詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 


巨レディライトの点:打を確認して、撮影します。 

•本機びフル発光して露出不足の可能性びある場合は、 
発光直後にレディライトび約3秒間点滅します。撮影距 
離を短くするか、絞り値を開放側にセットするなどして、 
撮影し直してください。 


III 因外部自動調光時の絞り値 

下表の範囲内で絞り値をセツトしてください。 

夕本部自動調光時の調光節囲 


旧 0 感度 I 照射角 (mm) 


1600 

800 

400 

200 

100 

50 

25 

BA*1 

BA 

14*1 

17*1 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 


0.6 〜 6.3 

0.7 〜 8.0 

0.8 叫.0 

0.8-10 

1>15 

1.4 〜16 

1.7-19 

2.0-20 

2.2 〜20 

2.4-20 

2.5-20 


11 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 

0ぶ〜 4.5 

0.6-57 

0.卜 6.3 

07-7.0 

1.0-10 

1.0-11 

1.2 〜13 

1.4-16 

1.6 〜18 

1.7-19 

1.8-20 

16 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

0.卜 3.2 

0.卜 4.0 

0.6-4.5 

0的.0 

0.7 〜 7.5 

07-8.0 

0.8 〜 9.5 

1.0-11 

1.1-13 

1.2 〜13 

1.3-14 

22 

16 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

0.6 づ .2 

0.6 〜 2.8 

0.6 〜 3.1 

0.6-3.5 

0.6~5.3 

0.6 〜 5.7 

0.6-67 

07-7.6 

0.8 〜 9.0 

0.8 〜 9.5 

0.9 〜10 

調 

% 

32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

4 

0.6-1.6 

0.6 〜 2.0 

0.6 〜 2.2 

0.6 心 

0.6-37 

0.6 〜 4.0 

0.6 〜 4.8 

0.6~5.3 

0.6-6.3 

0.6 〜 6.7 

0.6 ィ .1 

軸 

囲 

m 


32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

0.6 〜 1.1 

0.6 〜 1.4 

0.6-1.6 

0.6 〜 1.8 

0.6 〜 2.6 

0.6 〜 2.8 

0.6 〜 3.4 

0.6 〜 4.0 

0ぶ〜 4.5 

0於 4.8 

0.6~5.0 



32 

22 

16 

11 

8 

0.6 〜 0.8 

0.6 〜 1.0 

0.6 〜 1.1 

0.6 〜 1.2 

0.6 〜 1.8 

0.6 〜 2.0 

0.6 〜 2.4 

0.6 〜 2.8 

0.6 〜 3.2 

0.6 づ .4 

0.6 づ .6 




32 

22 

16 

11 

- 

0.6 〜 0.7 

0.6 〜 0.7 

0.卜0.8 

0.6 〜 1.3 

0.6 〜 1.4 

0.6-17 

0.6 〜 2.0 

0.6 〜 2.2 

0.6 〜 2.4 

0ぶ〜 2.5 





32 

22 

16 

- 

- 

- 

- 

0純9 

0.6 〜 1.0 

0.6 H .2 

0.6 〜 1.4 

0.6 〜 1.6 

0.6 〜 1.7 

0.6 〜 1.8 


BA ： バウンス アダプター 装着時 
*1 ワイドパネル使用時 

•例えば、 IS 日感度100,焦点距離（照射角）3日 mm で被写体までの距離び日 m の場合、表か 
ら絞り値は F 日.目〜 F 2 をセットすると適正な露出び得られます。 

• ズー三ングする（焦点距離を変える）と絞り値び変化するレンズをご使用の場合は、「ズー 
ミングによる絞りの変化と調光範囲の確認」（隊 P . 目 3) をご覧ください。 























































マニュアルモード 


マニュアルモード 

SB -8 日日のマニュアルモードには、次の3種類びあります。 

• 距離優先マニュアル発光医图 
• マニュァル発光 励 

•リピーティング発光 m 

絞り値は発光量(ガイドナンバー)と撮影距離から巧め、マニュアルでセットしま 
す。従って、カメラの露出モードは絞りをセットでさる" A " 絞り優先オートま 
たは" M " マニュアルを使用します。 

•カメラ、レンズの絞り値のセット方法は、カメラの使用説明書をご覧ください。 

-発光モードびマニュアルの場合、カメラの露出モードを" A " 絞り優先オートまたは" M " 
マニュアルじ(外にセットするとシャッターび切れないカメラびありますので、ごミち意く 
ださい。（詳細は、カメラの使用説明書をご覧ください） 

-マニュアルモードでは、撮影後の露出不足警告は行われません。 
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H ■マニュアルモード時の絞り値、発光量の求め方 

マニュアルモードでの撮影時は、下記のガイドナンバー表と計算式によって、 
適正な露出び得られる絞り値や発光量、撮影距離を計算でさます。 

-ガイドナンバ ー( GN ) はスピードライトの発光量を示し、旧日 lOO ’ m で表示されます。 
数値び大さくなるほど、光量び大さくなります。 

ガイドナンパ’一表り SO 100 • m) 


光量 

照射 角 ( mm ) 

BA*i 

BA 

14*1 

17*1 

24 

28 

3已 

已〇 

70 

8已 

10已 

1/1 

12.5 

16 

17 

19 

30 

32 

38 

44 

50 

己3 

己6 

1/2 

8.8 

1 1.3 

12 

13.4 

21.2 

22.6 

26.9 

31 

3己.4 

37.己 

40 

1/4 

6.3 

8.0 

8.5 

9.5 

15.0 

16.0 

19 

22 

2己 

2目.己 

28 

1/8 

4.4 

己.7 

6.0 

6.7 

10.6 

1 1.3 

13.4 

1己.目 

17.7 

18.7 

19.8 

1/16 

3.1 

4.0 

4.3 

4.8 

7.5 

8.0 

9.5 

11 

12.己 

13.3 

14 

1/32 

2.2 

2.8 

3.0 

3.4 

己.3 

6.0 

6.7 

7.8 

8.8 

9.4 

9.9 

1/64 

1.6 

2.0 

2.1 

2.4 

3.7 

4.0 

4.8 

己.己 

6.3 

6.6 

7.0 

1/128 

1.1 

1.4 

1.5 

1.7 

2.6 

2.8 

3.4 

3.9 

4.4 

4.7 

4.9 


BA :バウンス アダプター 装着時 
*1 ワイドパネル使用時 

絞り値のホめ方 

絞り個ホ、セットしたに日感度、光量照射角からガイドナンバー表によってガイドナンバー 
(発光量）を求め、下記の式で算出します。 

絞り値=ガイドナンバー X に日感度係数-撮影距離 （ m ) 

-得られた絞り値を本機とカメラ（またはレンスにセットします。 

ガイドナンパ‘一（発光量）のホめ方 

撮影距離と絞り値をまめている場合は、下記の式でガイドナンバー（発光量）を算出します。 

ガイドナンバー=撮影距離 （ m ) x 絞り値-に0感度係数 
-ガイドナンバー表を参照して、得られたガイドナンバーになる発光量を選び、本機にセッ 
卜します。 

-距離優先マニュアル発光では、ガイドナンバー（発光量）は、入力した撮影距離と絞り値 
によって S 巨-800び自動的にセツトします。 


旧0感度係数 

IS 日感度に応じて上のガイドナンバーに下の係数を乗じてください。 


に0 

2已 

已〇 

100 

200 

400 

800 

1600 

係数 

0.5 

0.71 

1 

1.4 

2 

2.8 

4 


発光モ—ドの詳細 
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マニュアルモードつづき 


医0距離優先マニュアル発光撮影 

撮影距離と絞り値び決まれば、発光量は S 目-8日日び自動的にセツトするマニュ 
アル発光です。撮影距離を入力すれば、絞り値を変化させてを露光量び一定の 
スピードライト撮影び行えます。 

•距離優先マニュアル発光は、 Dlx 、 DIh カメラでは使用でさません。 

-調光補正値を変えることで調光補正び行えます。（陽 P . 目 2) 



カメラの露出モードを" A " 絞り優先オートまた 
は" M " マニュアルにセットします。 



2迦函 D ボタンを巧して医团距離優先マニュアル発光 
にセツトします。 


3趣)ボタンを巧して距離表示を反転させ、 0/0 ボ 
タンを巧して主要被写体までの距離をセツトしま 
す。 

-設定可能な距離は 0.3 m 〜 20 m で、に日感度によって 
異なります。 



4絞り値をセツトします。 

- CPU レンズを装着した CLS 対応、 CLS 非対応デジタ 
ルー眼レフ、 A 、 B の各グループのカメラ使用時、およ 
び i - TTL 対応クールピクスカメラ使用時は、カメラ側 
で絞り値をセツトします。本機ではセツトでさません。 
•上記！;!外のカメラとレンズの組み合わせ時は、趣)ボタ 
ンを押して絞り表示を反転させ、〇/©ボタンを押して 
絞り値をセツトします。 










































5 本機にセットした絞り値をカメラ（またはレンズ) 
にセットします。 

- C 〜 G グループのカメラ使用時。 


巨レディライトの点灯を確認して、撮影します。 


III 距離優先マニュアル発光時の設定可能な距離 


単位 ： m 


0.3 

0.4 

0.5 

0.6 

0.7 

0.8 

0.9 

1.0 

1.1 

1.3 

1.4 

1.6 

1.8 

2.0 

2.2 

2万 

2.8 

3.1 

3万 

4.0 

4.已 

5.0 

已 .6 

6.3 

7.1 

8.0 

9.0 

10 

11 

13 

14 

16 

18 

20 




•撮影距離は上表から選んでください。表にない撮影距離の場合は、近距離側の数値にセ 
ットしてください。例えば、撮影距離び 2.7 m の場合は、 2.5 m にセットしてください。 


0距離優先マニュアル発光時の調光節囲が警告表示 

通常、距離優先マニュアル発光時には調光範囲外の距離表示はでません。しか 
し、しりたん距離と絞りをセットした後から ISO 値、絞り値、照射角を変更し 
たことにより調光範囲び変わつた場合は調光範囲限界値を反転表示し、調光範 
囲側への矢印を表示します。 



図は、遠距離側の調光範囲び2.己 m であることを示しています。 



発光モ—ドの詳細 
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マニュアルモードつづき 


励マニュァ J レ発光撮影 

任意の絞り値と発光量の組み合わせで露出や撮影距離をコント□ールでさるので、 
自動調光モードでは難しいスピードライト撮影にも対応できます。発光量は Ml /I 
(フル発光)から M 1 / I 28 の微少発光まで、撮影意図に合わせてセットできます。 



1カメラの露出モードを" A " 絞り優先オートまた 
は" M " マニュアルにセットします。 


2烟函 D ボタンを巧して [0] マニュアル発光にセット 
します。 


3を要被写体までの距離に見合ラ発光量と絞り値を 
求めます。 

•発光量と絞り値の求め方は「マニュアルモード時の絞 
り値、発光量の求め方」（隊 P . 49) をご覧ください。 



4趣)ボタンを押して発光量表示を反転させ、0/0 
ボタンを巧して発光量をセツトします。 

-「発光量のセツト方法」（隊 P . 日 3) をご覧ください。 


已絞り値をセットします。 

- CPU レンズを装着した CLS 対応、 CLS 非対応デジタル 
一眼レフ、 A 、 B の各グループのカメラ使用時、および i - 
TTL 対応クールピクスカメラ使用時は、カメラ側で絞り 
値をセットします。本機ではセットできません。 

-上記!;(外のカメラとレンズの組み合わせ時は、趣)ボタン 
を押して絞り表示を反転させ、〇/©ボタンを押して絞り 
値をセットします。 

- IS 日感度び正しくセットされてい机ま'、セットした発光量と 
絞り値に見合ラ撮影距離び表示パネルに表示されます。 
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巨本機にセツトした絞り値をカメラ（またはレンズ） 
にセツトします。 

- C 〜 G グループの カメラ使用時。 


フレディライトの点灯を確認して、撮影します。 


W ■発光量のセツト方法 


趣)ボタンを巧して発光量表示を反転させ、〇ボタンまたは©ボタンを巧すごと 
に、下のよラに発光量び変化します。 

〇ボタンを巧すと 

户1/1 ^ 1/2^ 1/2 (-1/3) ^ 1/2 (-2/3) ^ 1/4^ 


■1/128 


1/4 (-2/3) <r 1/4 (-1/3) イ 


〇ボタンを巧すと 

►1/128^ 1/128(+1/3) ^ 1/128(+2/3) ^ 1/64—^ 


-1/1 卜1 /2 ••- 1/64(+273) <- 1/64(+1/3)^-^ 

ボタンを押すごとに、1/3段ずつ変化します （1/1 と1/2の間を除く）。従って、1/32 
(- 1/3)と1 764(+2/3) は同じ発光量を意味します。 

‘撮影距離を遠くしたい場合には、光量を M 1/1 側にセットします。 


発光モ—ドの詳細 
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マニュアルモードつづき 


医团リピーティング発光撮影 

U ピーティング発光では、シャッターび開いている間、スピードライトび連続発光す 
るため、]コマの画面内に被写体の連続的な動きを分解写真のように写し込めます。 
•U ピーティング発光は、表示パネルでは晒 (Repeatin 旨）と表示されます。「マルチフラ 
ッシュ発光」と記載されているものと同じです。 

• U ピーティング発光撮影時は、新品電池またはフル充電した電池を使用し、1回のレ U — 
ズごとにスピードライトの充電時間を十分にとってください。 

. シャッタースピードび遅くなりますので、三脚のご使用をおすすめします。 

■■■発光量、発光間隔、発光回数の決め方 

-発光間隔は1秒間当たりの発光回数です。 

-発光回数は1コマで連続発光させる回数です。 

-発光回数は最大の発光回数であり、露光中にだけ発光するため、シャッタースピードを速 
くしたり、発光間隔を長くセットすると、実際の発光回数はセットした回数!;(下になります。 
-発光量と発光間隔の組み合わせにより、しソ下のよラに最大連続発光回数び制限されてい 
ます。表を参照して、各数値をセットしてください。 

最大連続発光回数 


発光間隔 

(1 秒当たりの発光回数） 

発光量 

1/8 

1/16 

1/32 

1/64 

1/128 

1、2 

14回 

30回 

目0回 

90回 

90回 

3 

12回 

30回 

目0回 

90回 

90回 

4 

1日回 

20回 

己0回 

80回 

80回 

己 

8回 

20回 

40回 

7日回 

70回 

6 

目回 

20回 

32回 

己目回 

己目回 

7 

目回 

20回 

28回 

44回 

44回 

8 

己回 

10回 

24回 

3目回 

3目回 

9 

己回 

10回 

22回 

32回 

32回 

10 

4回 

8回 

20回 

28回 

28回 

20〜100 

4回 

8回 

12回 

24回 

24回 



1カメラの露出モードを" M " マニュアルにセット 
します。 
























lllEHl/S I IxlQHs I 

I 、 f 2 m AF 堅 I 

^ ZOOM 35mmFl6 戰 ■ 


(^)) 

け READY 



/I 6 I 曰 ll 田 Hz| 

90 1 II J-LI I T^I 

0-8 喝 


35 mmFl 6 興 



2 CM 函 D ボタンを押してを图リピーティング発光にセ 
ットします。 


3 @ボタンを巧して発光量表示を反転させ、0/0 
ボタンを巧して発光量をセツトします。 

-設定できる発光量は、1/8〜1/128です。 


4趣)ボタンを押します。 

-発光量びセツトされ、次に発光間隔表示び反転します。 


5同様にして、発光間隔、発光回数をセツトします。 

発光間隔 
発光回数 


巨セットした発光量と焦点距離からガイドナンバー 
を求め、ガイドナンバーと撮影距離から絞り値を 
求めて本機にセットします。 

•ガイドナンバー、絞り値の求め方は「ガイドナンバー 
表」（陽 P. 49)、「マニュアルモード時の絞り値、発光 
量の求め方」（陽 P. 49) をご覧ください。 

- CPU レンズを装着した CLS 対応、 CLS 非対応デジタル 
一眼レフ、 A、 日の各グループのカメラ使用時、および i- 
TTL 対応クールピクスカメラ使用時は、カメラ側で本 
機の絞り値をセットします。本機ではセットでさません。 

-に日感度び正し<セットされていれば、セットした発光量と 
絞り値に見合ラ撮影距離び表示パネルに表示されます。 
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マニュアルモードつづき 



7本機にセットした絞り値をカメラ（またはレンス 
にセットします。 

- C 〜 G グループの カメラ使用時。 




8シャッタースピードをセットします。 

-しソ下の計算式で求めた秒数よりわ遅いシャッタースピー 
ドにして < ださい。 

発光回数^発光間隔=秒数 

•例えば、発光回数を10回、発光間隔を己回/秒にセット 
した場合、シャッタースピードは2秒より低速にセット 
して < ださい。 

- B (バルブ）ちセットでさます。 

9レディライトの点:打を確認して、撮影します。 


0撮影前に発光が態を確認できます_ 

FLASH ボタンを押すと、セツトした発光間隔と発光回数で発光します。 

mu ピーティング発光撮影時の露出の補正 

手順の目でセツトした絞り値で得られる撮影距離は、 U ピーティング発光の第1発光で適正 
露出となる値です。従って、そのまま U ピーティング発光撮影すると、像び重なった部分 
の露出びややオーバーになります。このため、必要に応じてカメラ側の絞り値の設定でア 
ンダー側に露出補正を行ってください。 
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連続発光時のご注意 


A 警告 


A 連続発光の制限回数を越えて発光させないこと 


注意 


本機の加熱と劣化を防ぐため、連続発光は下の「連続発光の制 
限回数」でいったん止め、10分!;(上休ませて発光部を自然冷却 
してください。 


連続発光の制限回数 


発光モード 

制限回数 （6 コマ/秒） 

TTL モード 
外部調光モード 

マニュアル発光(光量： Ml / I 、 M 1/2) 

1 己 回じ (下 

マニュアル発光(光量： M 1/4 〜 M 1/128) 

40回1 ソ下 


■■■連続撮影（発光）する場合に同調して発光できる回数 

連続撮影する際には、「連続発光巧能コマ数」のコマ数までは同調発光でさます。 
ただし、上記の「制限回数」を越える場合は、「制限回数」でいったん止め、 
1日分上休ませて発光部を自然冷却してください。 

連続発光可能コマ数(卷上げ速度：巨コマ/秒） 


夕側電源 

SB ぶ00内の電池 

光量 

1/8 

1/16 

1/32 

1/64 

1/128 

外部電源 
なし 

アルカリ乾電池 

4コマまで 

8コマまで 

16コマまで 

3日コマまで 

4日コマまで 

U チウム電池 

ニッケル乾電池 

ニカド電池 

ニッケル水素電池 

SD -6 

アルカリ乾電池 

1日コマまで 

2日コマまで 

4日コマまで 

4日コマまで 

4日コマまで 

SD -7 

アルカリ乾電池 

目コマまで 

1日コマまで 

4日コマまで 

4日コマまで 

4日コマまで 

SD -8 A 

アルカ IJ 乾電池 

己コマまで 

1日コマまで 

2日コマまで 

4日コマまで 

4日コマまで 

1」チウム電池 

3日コマまで 

ニカド電池 

己コマまで 

1日コマまで 

3日コマまで 

4日コマまで 

4日コマまで 

ニッケル水素電池 

SK -6 

アルカ IJ 乾電池 

己コマまで 

1日コマまで 

2日コマまで 

4日コマまで 

4日コマまで 

リチウム電池 

ニカド電池 

己コマまで 

1日コマまで 

3日コマまで 

4日コマまで 

4日コマまで 

ニッケル水素電池 


‘上記データは本機と SD -8 A および SK - 目に、同一種類の新品電池使用時。 
• U ピーティング発光時は、 P 日4の表に従ってください。 


発光モ—ドの詳細 




































撮影の前に光量不足を確認ずるには 


下記の方法で撮影前にテスト発光を行って、光量不足を確認することびでさます。 
•マニュアルモード時は、テスト発光をしても、光量不足は確認でさません。 

MTTL モード時 

発光モードを絞り連動自動調光または外部自動調光に変え 、 TTL モード時と同 
じ絞り値を本機にセットして、シャッターボタンを半巧ししてから、 FLASH ボ 
タンを巧します。発光直後にレディライトび点滅すると 、 TTL モードでも光量 
不足の可能性びあります。絞りを開ける（絞り値をルさい数値にする）か、撮影 
距離を近< して<ださい。 

■■■絞り連動自動調光時_ 

実際の撮影と同様にカメラと本機をセットして、シャッターボタンを半押しし 
てから、 FLASH ボタンを押します。発光直後にレディライトび点滅すると、光 
量不足の可能性びあります。絞りを開ける（絞り値をルさい数値にする）か、撮 
影距離を近< して<ださい。 

外部自動調光時_ 

実際の撮影と同様にカメラと本機をセットして、 FLASH ボタンを巧します。発 
光直後にレディライトび点滅すると、光量不足の可能性びあります。絞りを開 
ける（絞り値を小さい数値にする）か、撮影距離を近くしてください。 





その他の機能 


SB - 800のその他の機能の詳細を説明しています。 



露出補正と調光補正 


露出補正とは、適正露出値を意図的に変えることを言い、撮影画面内に極端に 
反射率び高いものや低いをのびある場合、あるいは意図的に露出をコント□一 
ルしたい場合に行います。 

-主要被写体に対して背景び明るく反射率び高い場合は+側に補正し、背景び暗くて反射 
率び低い場合は一側に補正するのび一般的です。 

•スピードライト撮影時には、撮影状況に応じて主要被写体と背景光の両方、主要被写体 
のみ、または背景光のみに露出補正をすることびでさます。 

露出補正び可能な発光モードとカメラは、次の通りです。 


露出補正の種類 

可能な発光モード 

可能なカメラ 

主要被写体と背景光の両方 
の露出補正 

すべての発光モード 

制限なし 

ま要被写体のみの露出補正 

TTL モードおよび 
絞り連動自動調光 

CLS 対応、 CLS 非対応デジ 
タルー眼レフ、 A 、 巨、 C 、 
i - TTL 対応クールピクスの 
各グループ 

マニュアルモード 

制限なし 

背景光のみの露出補正 

低速シャッタースピード 
による撮影 

制限なし 


■■■主要被写体と背景光の両方に補正を行う場合 

TTL モードおよび絞り連動自動調光の場台 

カメラの露出補正ボタンやダイヤルの操作で露出補正を行うことにより、本機の光 

量と背景の露出の両方を補正します。詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 

-カメラ側でセットした補正値は、本機の表示パネルには表示されません。 

•旧日 感度連動範囲を超えた補正は行えません（隊 P . 30)。例えば、 旧日 感度100の時 
に+ 3段の補正をすると 旧日 感度12相当になり 、 IS 日 感度連動範囲 （IS 日 2日〜1000)を 
超えます。この場合、補正範囲は+2段 （IS 日 感度25相当）までです。 

外部自動調光およびマニュアルモードの場合 

絞りを意図的にずらすことで露出補正します。 

-外部自動調光時は、カメラ側と本機に同じ絞り値をセットしないと適正露出び得られま 
せん。従って、カメラ側または本機のどちらか一方の絞り値を変えることで、簡単に露 
出補正びでさます。 

-マニュアルモード時は、ガイドナンバーと撮影距離から適正な絞り値を求め （ D ^ P . 49)、 
その値を参考にカメラ側の絞りを意図的に変えて露出補正します。 

-補正の目安として、主要被写体を明るくしたい場合はカメラまたはレンズで開放側(ルさい 
数値)の絞り値に、暗くしたい場合は最ル絞り側(大きい数働の絞り値にセットしてください。 











IH ま要被写体のみに補正を行う場合 

TTL モードおよび絞り連動自動調光の場合 

本機の光量を調整して、背景の明るさを変えずに主要被写体の明るさのみを露 
出補正することを、調光補正と言います。 （ D ^ P . 62 ) 

•使用するカメラび CLS 対応、 CLS 非対応デジタルー眼レフ、 A 、 B 、 C 、 i - TTL 対応クー 
ルピクスの各グループカメラの場合のみ行えます。 

マニュアルモードの場合 

本機の発光量 （ M 1 / 1 〜 M 1 / 1 28 ) を意図的にずらして、主要被写体の明るさの 
みを露出補正でさます。 

-使用するカメラに制限はありません。 

■■■背景光のみに補正を行う場合_ 

露出モードを" S " シャッター優先オートまたは" M " マニュアルにセットし、 
同調シャッタースピードより低速側にセットした場合は、背景を写し込む撮影び 
行えます。 

-ス□-シンク□び可能なカメラではス□-シンク □ (陵 = P . 64) にセットすると、背景を 
写し込む撮影び行えます。 

-詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 


その他の機能 
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露出補正と調光補正っづき 


■■■調光補正_ 

スピードライトの発光量だけを変えて、背景の露出を変えないで主要被写体の 
明るさのみ補正します。 

•発光モードび TTL モード、絞り連動自動調光、距離優先マニュアル発光の場合に可能で 
す。 

• TTL モード、絞り連動自動調光での調光補正は、使用するカメラび CLS 対応、 CLS 非対 
応デジタルー眼レフ、 A 、 巨、 C 、 i - TTL 対応クールピクスの各グループカメラの場合のみ 
行えます。 

• F - 目01、 F - 目 01 M カメラは、カメラで調光補正を行ってください。本機では発光量を補 
正でさません。カメラ側でセットした調光補正値は、本機に表示されません。詳細は力 
メラの使用説明書をご覧ください。 

-調光補正機能を備えたスピードライト内蔵一眼レフカメラは、カメラ側でも発光量を補 
正でさます（詳細はカメラの使用説明書をご覧ください)。本機とカメラの両方で補正し 
た場合は、両方の補正量を加算して発光します。ただし、本機の表示パネルには本機で 
セットした補正値のみび表示されます。 

1趣)ボタンを押して、調光補正表示を反転させます。 


2 0/0ボタンを押して + 3.0 〜 一3 .日の範囲で、 
1/3段ステップで切り換えます。 


3趣)ボタンを押します。 

•調光補正表示の反転び解消され、その値にセツトされ 



ます。 


巧調光補正を解除するには 

0/0 ボタンを押して調光補正値を" 0" にセットしてください。電源を日 FF にしても、調 
光補正は解除されません。 

























ズーミングによる絞りの変化と調光範囲の確認 


ズーミングする（焦点距離を変える）と絞り値び変わるレンズをご使用の場合に 
は、 S 目-8日日に絞り値をセットして調光範囲を確認する際に、1；(下の点にごを 
意ください。 

•詳細は、ご使用のカメラ、レンズの使用説明書をご覧ください。 

図ズーミングで絞り値び変化するレンズ_ 

レンズ名に絞り値（開放 F 値）び2つ表示されています。下記のレンズの場合、焦点距離 
28 mm では f /3 .己ですび、10日 mm になると f /4 .己に変化します。 

AF Zoom-Nikkor 28-1 05 mm f /3 .己一4.己 D IF 

H ■カメラの表示ノくネルやファインダーで絞りをセットする場合 

レンズの絞り U ングを最ル絞り（最を大きい数値）に固定し、ズーミングして焦 
点距離をミ夫めた後に、カメラの表示パネルまたはファインダーに表示される絞 
り値を本機にセットして、調光範囲を確認してください。 

■■■レンズの絞りリングで絞りをセットずる場合 

ズーミングして焦点距離をミ夫めた後に、1；(下の要領で読み取った絞り値を本機 
にセットして、調光範囲を確認してください。 

広角側の焦点距離での撮影時：緑色（または線）の絞り指標 
望遠側の焦点距離での撮影時：黄色（または点）の絞り指標 
中間の焦点距離での撮影時： 2つの絞り指標の中間 

H ■カメラの絞りダイヤルで絞りをセットずる場合 ( カメラ + CPU レンズ使用時) 

ズーミングして焦点距離を決めた後に、カメラの絞りダイヤルでセットした絞 
り値を本機にセットして、調光範囲を確認してください。 

•露出モードは" A " または" M " にセットしてください。" P " または" S " にすると、絞 
りをセットでさません。 

-カメラの絞りダイヤルをレンズの最ル絞りより大さい数値、あるいは開放絞りより小さ 
い数値にセットした場合、本機にセットする絞り値はレンズの最小絞り、あるいは開放 
絞りにします。 


その他の機能 
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ス□ーシンク□撮影、赤目軽減発光撮影、 


m ス□—シンク□撮影 

背景の露出を考慮して、低速シャッタースピードに制御されるので、夕景や夜 
景の雰囲気を生かした撮影び行えます。 

•ス□ーシンク□機能びあるカメラで可能な撮影で、本機ではセットでさません。カメラ 
側でセットします。詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 

. シャッタースピードび遅くなりますので、三脚のご使用をおすすめします。 

■■■赤目軽減発光撮影 

発光直前に少光量で3回のモニタ発光を行い、目びホく写る現象を弱めて撮影で 
さます。 

•赤目軽減発光機能びあるカメラで可能な撮影で、本機ではセットでさません。カメラ側 
でセットします。詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 

-セットされると、表示パネルに"ぶ^"び表示されます。 



m 赤目軽減ス □— シンク□撮影 

赤目軽減発光機能とス□ーシンク□機能び同時にセットされます。 

-赤目軽減ス□ーシンク□機能びあるカメラで可能な撮影で、本機ではセットでさません。 

カメラ側でセットします。詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 

•セットされると、表示パネルに"ぷ >" び表示されます。 

. シャッタースピードび遅くなりますので、三脚のご使用をおすすめします。 


















後幕シンク□撮影 


M ■後幕シンク□撮影_ 

通常の先幕シンク□で低速シャッタースピードで撮影すると、下のよラな写真で 
は光の軌跡び被写体の前方に流れ、不自然な写真になってしまいます（写真ち)。 
後幕シンク□では、光の軌跡を自然にとらえて撮影でさます。 

-先幕シンク□は先幕走行終了直後に発光しますび、後幕シンク□は後幕走行開始直前に発 
光します。 

-後幕シンク□機能びあるカメラで可能な撮影で、本機ではセットでさません。カメラ側で 
セットします。詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 

-通常、シャッタースピードを低速にして撮影しますので、三脚のご使用をおすすめします。 

- U ピーティング発光時は、使用でさません。 

-増灯撮影の場合、主巧側は後幕シンク□撮影できますび、補助灯側はできません。(陽 P . 78) 



後幕シンク □ 先幕シンク □ 


撮影データ 

•焦点距離： 70 mm 
. シャッタ—スピ—ド： 2秒 
•絞 り： F 4 .已 

. 発光モード：マニュアル 
•光 量： M 1/1 


その他の機能 
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才ート FP ノバスピードシンク□撮獻進カメラのみ) 


スピードライト撮影時のシャッタースピードを使用カメラの最高速度まで巧能 
にする機能です。オート FP 八イスピードシンク□にセット時には、シャッター 
スピードびシンク□スピードよりも高速側になった場合、自動的に FP 発光に切 
り替わります。日中の撮影でも、同調シャッタースピードを気にすることなく、 
レンズの絞りを開いて背景をぼかした撮影びお楽しみいただけます。 

-オート FP 八イスピードシンク□機能を備えたカメラとの組み合わせで可能な撮影で、力 
メラ側でセットします。本機ではセットでさません。 

-使用カメラのシンク□スピードを越えて最高速度までの高速シャッタースピードび使用 
でさます。 

•アドバンストワイヤレスライティングシステムによる増灯撮影時でち機能します。 
•使用できる発光モードは、1灯での使用時は i - TTL モード、絞り連動自動調光、距離優先 
マニュアル発光、マニュアル発光です。増灯での使用時は i - TTL モード、絞り連動自動調 
光、外部自動調光、マニュアル発光び使用でさます。 


巨回 EU 

ISO200 

< 0.6-4.B m AF 呈 L 

つ OM 28 mmFl 1戰 
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FV □ツク撮影 


(巧応カメラのみ) 


FV とは円 ash Value の略で、フラッシュによる被写体の露光量を意味します。 
対応カメラで FV □ックを行うと、構図を変えてもフラッシュ露光量び□ックさ 
れるため、被写体の明るさを一定に保つ撮影び巧能です。また、□ック中にズ 
ーミングや絞り値の変更を行ってを、発光量は自動追随するのでフラッシュ露 
光量（明るさ）は変わりません。 

- FV □ック機能を備えたカメラとの組み合わせで可能な撮影で、カメラ側でセットします。 
本機ではセットでさません。 

•使用できる発光モードは、 i - TTL モード、絞り連動自動調光、外部自動調光です。 













暗い被写体を AF け一口才ーカス)で撮影ずるには 


被写体び暗く、オートフォーカスでのピント合わせび難しい場合でち、アクティ 
ブ補助光により、オートフォーカスでのピント合わせび可能になります。 

•アクティブ補助光は、オートフォーカスび可能なレンズを使用し、フォーカスモードび 
シングル AF ヴーボ "S" (フォーカス優先モード）、 "AF" または" A" にセットされてい 
る場合に使用でさます。 

-アクティブ補助光の有効撮影距離は約 Im 〜 10 m 
(50 mm f /1.8 レンズ使用時）です。（使用レンズに 
よっては、有効撮影距離び短くなる場合びあります） 

-使用可能なレンズ焦点距離は 24 mm 〜10日 mm ( F - 
501は3己〜1 05 mm ) です。 

-アクティブ補助光を使用する場合は、フォーカスエ U 
アはフアインダー中央のェ U アを使用してください。 


SCLS 巧応カメラ使用時のアクティブ補助光について_ 

-本機のアクティブ補助光は、 CLS 対応カメラのマルチェ U ア AF に対応しています。 
•例えば、 D 2 H カメラの場合はしソ下の通りです。 

レンズ焦点距離3己 mm 〜10日 mm 時；図の11力所のすべてのフオーカスェ U アで 

測距可能です。 

レンズ焦点距離 24 mm 〜10日 mm 時；図の左ちを除く9力所のフオーカスエリアで 

測距可能です。 




• アクティブ補助光の到達距離は D 2 H などの AF カメラの場合、画面中央部分で約 Im 〜 
10 m 、 中央部しソ外で約 Im 〜 7 m (日 0 mm f /1.8 レンズ使用時)です。使用レンズによつ 
ては、到達距離び短<なる場合びあります。 

• 詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 
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巧アクティブ補助光使用時のごま意 

•アクティブ補助光び照射されてち、ファインダー内の合焦表示び点灯しないとさは、マニ 
ュアルフオーカスでピントを合わせてください。 

•フオーカス□ックを行っている場合や、レディライトび点灯していない場合には、アクティ 
ブ補助光び照射されません。 

-ご使用のカメラの使用説明書もご覧ください。 

0アクティブ補助光の照射/禁止の設定 

カスタムファンクシヨン機能でアクティブ補助光の照射/禁止を設定できます。（隊 P . 73) 

-初期設定は、アクティブ補助光び照射される状態です。 

S 本発光禁止（アクティブ補助光のみ使用）の設定 

カスタムファンクシヨン機能により、スピードライトの発光を禁止し、アクティブ補助光だけ 

を発光させることびできます。（陵=ド. 73) 

-初期設定は、スピードライトび発光する状態です。 

0スピードライト内蔵カメラの AF 補助光機能との関係 

•カメラ側に AF 補助光機能びある場合でち、本機のアクティブ補助光び優先され、自動的 
にアクティブ補助光び照射されます。カメラの AF 補助光は照射されません。（本機でアク 
ティブ補助光の照射を禁止している場合は、カメラの AF 補助光び照射されます） 

• F 8 日シ U - ズ、ニコンが2、ニコンがカメラの場合は、本機のアクティブ補助光の照射を 
禁止すると、カメラの AF 補助光び照射されます。カメラの AF 補助光の照射ち禁止したい 
場合は、カメラ側で AF 補助光の照射を禁止してください。詳細はカメラの使用説明書を 
ご覧ください。 

• F 60 D カメラの場合は、マニュアルフル発光撮影を行うと、カメラの AF 補助光び照射さ 
れます。詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 

因 SB -8 日0をカメラか5離して使用する際には_ 

アクティブ補助光機能を備えた TTL 調光コード SC -29 を使用すると、 S 巨-800をカメラか 

ら離して使用する際にも、アクティブ補助光を使用したオートフオーカスでのピント合わ 

せび行えます。（陽 P . 1 17) 
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増設電池パック SD - 800の使い方 


付属の増設電池パック SD -8 日日を使用して電池を已本使用すると、発光間隔を 
短縮できます。（陪 P . 2已） 


A 

増設電池ノ くック SD-8 日日使用時の注意 

/!\ 

-必ず電池を日本使用してください。 

警告 

-電池交換時は、必ず SB - 800本体の4本と合わせ日本同時に新品電池と交 


換してください。 


-新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる電池を混ぜて使用 


すると液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

V 

-パワーブラケット SK -6 使用時には装着でさません。 

J 



- S 目-800と SD - 800の電池ぶたは同じものです。 


III 増設電池パックの取り付け方 



1 S 目-800本体の電池ぶたを矢印の順に開けます。 



2電池ぶたが外れるまで、矢印の方向に倒して、取 
り外します。 

-電池ぶたは、垂直の状態からさらに真っ直ぐ後ろに押 
すと簡単に外れます。 














3® ©表示の向さに電池を入れます。 




4増設電池パックの電池ぶたを開け、 ® ©表示の向 
さに電気を入れます。 


5電池ぶたを巧さえながらスライドさせて閉じます。 


巨増設電池パックの指標を本体の電池ぶた取付指標 
にをわせ、スライドさせて取り付けます。 

•□ックスイッチびカチンと鳴るまで、スライドさせて 
<ださい。 


III 増設電池ノ くックの取り外し方 



クスイッチを巧し上 
け'、そのままスライ 
ドさせて54します3 



の電池ぶたの 
ヒンジを図の 
よラに差し込 
みます。 


ンジを差し込 
みます。 


じます3 
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撮影の前にライティングを確認するには (モデリング発光) 


モデ U ング発光ボタンを押すと、一定の微ル光量で連続発光して被写体の明る 
さや影など、ライティング状態を撮影前にチェックすることびできます。 

• ボタンを押している間発光しますび、最長約3秒間です。 

-レディライト点灯後に発光でさます。 



■■■カメラに接続した状態でのモデリング発光 

本機またはモデ U ング発光に対応したカメラのモデ U ング発光ボタンを押すと、 
モデ U ング発光します。 

-詳しくはカメラの使用説明書をご覧ください。 

m アドノ（ンストワイヤレスライティング撮影時のモデリング発光 


(原 P . 82) (CLS 対応 カメラのみ) 


本機(主好)のモデ IJ ング発光ボタンを押すと、反転表示された主好または補助な 
グループのみびモデ U ング発光します。 

-主灯および補助なグループびすべて反転表示されていない場合は、主灯のみびモデ U ン 
グ発光します(主灯び発光なしに設定された場合を除く)。 

カメラのモデ IJ ング発光ボタンを押すと、主灯およびすベての補助灯びモデ U 
ング発光します。 

-主灯、補助灯とをに設定された調光補正値で発光します。 

III SU -4 方式のワイヤレス増な撮影時のモデリング発光 (咳 P . 90) 

本機（主好）またはカメラのモデ U ング発光ボタンを押すと、主好のみびモデ U 
ング発光します。 

-本機を補助灯に設定した状態では、モデ U ング発光ボタンを押してち発光しません。 








カスタムフアンクシヨンについて 


カスタムファンクションにより、下記項目の設定び効率よく行えます。表示さ 
れるアイコンは、カメラやレンズとの組み合わせや本機の設定によって異なり 

ます。 設定でをない頂目のアイコンは表示されません。 

各項目の詳細と設定ち法は、「カスタムファンクションの設定ち法」（陪 P . 74) 
をご覧ください。 

■■■カスタムフアンクシヨンの種類と設定画面一覧 


ISO 

な〜 

百 000 

呂 . 由 . 
た . 由 . 


よ 




STBV 

〇 


% 


M 

ZOOM 




擇 


LCD 

け 


間 





旧0感度の設定 （陪 P . 30) 

1^ワイヤレスモードの設定 （原 P . 78) 


ワイヤレスモード時のヴウンドモニタの設定 
(陪 P . 9己） 


外部 調 光モードの設定 （陪 P . 44) 

STBV 

〇 

スタンバイ機能の設定 （原 P . 27) 

X 

m / ft 表示切り換え 

m | 才ートパワーズームの解除（腐" P . 32) 

1^ワイドパネル破損時の照射角設定 ( B ^ P . 123) 

^表示パネルバックライトの設定 （原 P . 12己） 

LCD 

3 

表のパネルの明るさの設定 （原 P .125) 

間 

アクティブ補助光の設定 （陪 P . 68) 

;識 

本発光の設定 （ i ^ P . 目 8) 



そ 

の 

他 
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カスタムファンクシヨンの設定方法 


■■■カスタムファンクシヨンの設定方法 


m 11 ] 


1趣)ボタンを約 2 秒間押して、カスタムフアンクシ 
ヨン設定画面にします。 




マルチセレクターの0/0ボタンおよび晒/並ボタ 
ンを巧して、設定するカスタムフアンクシヨンを 
選択し、趣)ボタンを巧します。 



3 0/0ボタンを巧して希望の設定を反転します。 

-「表示パネルの明るさの設定」の場合は陋/[»〕ボタンを 
押して希望の設定にします。 



4趣)ボタンを約2秒間押すか、涵函 D ボタンを押し 
て、通常の表示に戻します。 









































■■■カスタムファンクシヨンの設定内容(太字は初期設定) 



ISO 

3〜 

百 000 

旧0感度の設定 （原 P . 30) 

設定可能な IS 日値は3〜8000です。 0/0 ボタンを押すごとに1/3段ず 
つ変化し、押し続けると早送りでさます。 

-100 


す 白. 
た. 由. 

ワイヤレスモードの設定 （陪 P . 78) 

ワイヤレス増灯撮影時の発光モードを設定します。 

- OFF :解除 

•MASTER :アドバンストワイヤレスライティング撮影時の 

主灯 

- MASTER ( RPT ) ;アドバンストワイヤレスライティング撮影時の 
主灯で、 U ピーティング発光 

- REMOTE :アドバンストワイヤレスライティング撮影時の 

補助な 

• SU -4 : SU -4 対応のワイヤレスモード 


よ 

ワイヤレスモード時のサウンドモニタの設定 （陪 P . 9己） 

ワイヤレス増灯撮影で補助灯に設定されたとさ、音で状況を知らせるヴ 
ウンドモ-ターを設定/解除します。 

• ON :鳴る 

- OFF :鳴らない 



が部調光モードの設定 （陪 P . 44) 

外部調光モードを設定します。 

• AA ： 絞り連動自動調光 
•A :外部自動調光 


ST 巨 V 

〇 

スタンバイ機能の設定 （陪 P . 27) 

電源スタンバイ日 FF までの時間を設定します。 

- AUTO : TTL モードでの撮影び可能なカメラ（陪 P .14) 装着時は、力 
メラの半押しタイマーと本機のスタンバイ機能び連動します。 

• 40 : 40秒 

• 80 : 80秒 

-160 :1目0秒 

-300 : 300秒 

■--- :スタンバイ機能の解除 
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カスタムフアンクシヨンの設定ちまつづを 


怒 


m / ft 表示切り換え 

距離表示の単位を設定します。 
• m :メー トル 
■ け：フイート 


~~ -n オー トパワーズームの 解除（原 P . 32) 

三。。柏 照射解謂就す討-いの-ズ-ム機能補定/解除 L ます。 

- 1 . OFF :オートノくワーズーム 

•ON :オートパワーズーム機能の解除 



ワイドパネル破損時の照射角設定（原 P .123) 

ワイドパネル破損時の照射角設定機能を設定/解除します。日 N に設定す 
ると、焦点距離表示 （ i - TTL 対応クールピクスカメラとの組み合わせ時は 
AUT 日表示）び枠囲みされます。 

- OFF :マニュアル設定不可 
•日 N :マニュアル設定可能 



表示パネルバックライトの設定（原 P .125) 

バックライトの点な/強制消灯を設定します。 

•ON :点灯 

- OFF :強制消灯 


lcdH 表示パネルの明るさの設定（陪 P . 1 25) 

3 表示パネルの明るさを設定します。設定可能な明るさは9段階で、グラ 

- フで示されます。 

陋ボタン/並ボタンを押して希望の設定にします。 


r - p ^ アクティブ補助光の設定 （ i ^ P . 目 8) 

ザこ州 アクティブ補助光の照射/禁止を設定します。 

- • ON ；照射する（パネルには AF-ILL び表示） 

- OFF :照射を禁止する（パネルには NO AF-ILL び表示) 



本発光の設定（陪 P . 68) 

スピードライトの発光/禁止を設定します。日 FF に設定すると、スピード 
ライトの発光を禁止し、アクティブ補助光だけび発光します。 

■ON :スピードライトび発光する 

- OFF :スピードライトの発光を禁止する（パネルには AF-ILL 日 NLY び 
表示） 
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応用撮影 


SB - 800を使用して行える各種の撮影について説明 
しています。 



増丈了撮影の概要 


複数のスピードライトを併用して立体感を演出したり、被写体の影を弱めたり、 
輪郭を強調するなど、増好撮影によりスピードライト撮影の可能性を大さく広 
げることびできます。 SB -8 日日では、1；(下のような増巧撮影び行えます。 


増な撮影の種類 

使用可能なカメラ 

使用可能なスピードライト 

アドバンストワイヤ 
レスライティング撮 
影 （陪 P . 82) 

CLS 対応カメラの 
み 

主灯、補助灯ともに CLS 搭載スピ 
-ドライト(例： SB -8 日日)のみ 

SU -4 タイプのワイ 
ャレス増な撮影 
(腐 P . 90) 

制限はありません 

主好：ワイヤレス機能内蔵スピー 
ドライト、 TTL モード対応 
スピードライト、 

カメラ内蔵スピードライト 
補助好：ワイヤレス機能内蔵スピー 
ドライト、スレーブフラッ 
シユコント□ーラー SU -4 
(別売）を装着でさるスピ 
-ドライト ( SB -23 を除く） 

コード接続増灼■撮影 
(腐 P . 96) 

制限はありません 
(デジタルー眼レ 
フカメラでは TTL 
増灯撮影はでさま 
せん） 

TTL モード対応スピードライト 
• SB -1 1/14/1 40/21巨は F -40 1、 F - 
40 Is カメラ使用時には主灯、補助灯 
とちに使用でさません。 


• 異なる種類の増な撮影を併用ずることはできません。 


• CLS 対応のワイヤレス増灯撮影をアドバンストワイヤレスライティング撮影と呼びます。 

- CLS 対応および CLS 非対応デジタルー眼レフカメラ使用時は、 SU -4 タイプのワイヤレ 
ス増灯撮影の場合は、主灯を阻]絞り連動自動調光または囲外部自動調光にセツトしてく 
ださい。また、コード接続での増な撮影の場合はマニュアル増灯撮影のみ行えます。 


0まな ( MASTER ) と補助な （ REMOTE ) 


本書では、カメラに装着したスピードライト、カメラ内蔵スピードライト、あるいは SC - 
17、 SC -28、 SC -29 などの TTL 調光コードを使用してカメラに最初に接続されているス 
ピードライト （1 台のみ）を主灯 （ MASTER ) と呼び、それ！;(外のスピードライトを補助灯 
( REM 日 TE ) と呼びます。 









Ill モニタ発光の解除 （ TTL 増な撮影時) 


に U-4 タイプのワイヤレス増灯撮影」時および「〕ード接続増好撮影」時は、 
主好びモニタ発光を行うと適正な露出び得られません。次のいずれかのち法で、 
モニタ発光を解除してください。 


SB - 800 

.SU-4 ワイヤレスモードにする 

SB -80 DX 、 S 臣-已 0 DX 

-ワイヤレスモードにする 

SB - 800、 SB -600、 SB -80 DX 、 
SB - 已 ODX 、 SB -28、 SB -28 DX 、 
SB -27、 SB -26、 SB -2 已共通 

. スタンダ-ド TTL 調光にセットする 
-フラッシュヘッドを上ち向にセットする 
•非 CPU レンズを使う 

内蔵スピードライト 

(F80 シリー又コンが 2 、 F70D) 

• カメラの露出モードを" M" マニュアル 
にセットする 


巧増な撮影時のごま意（ワイヤレス増な、コード接続増な共通） 

•誤発光防止のため、カメラへの装着時や接続時は、すべてのスピードライトとカメラの 
電源を日 FF にしてください。 

-電源スタンバイ日 FF 機能のあるスピードライトを補助灯に使用する場合は、必ずスタンパ' 
イ日 FF 機能を解除するか、スタンバイ日 FF までの時間を十分に長くセットしてください。 

- S 目-800、 SB -80 DX はワイヤレス補助灯に設定するとスタンバイ機能び解除されます。 
SB - 日 0 DX はワイヤレス補助灯に設定されるとスタンバイ日 FF までの時間び自動的に1時 
間に設定されます。 

•補助灯の照射角は、狙いびはずれてを被写体に光び十分に当たるよラに、撮影画角より 
広めにセットします。特に、被写体に近い場合は、より広くする必要びあります。（アド 
バンストワイヤレスライティング撮影時は自動的に 24 mm にセットされます（ワイドパ 
ネル、バウンスアダプター使用時を除く）。 

-スピードライトび被写体を照らす明るさは、スピードライトと被写体の距離の2柔に反比 
例します。同じ GN のスピードライト A 、 巨の被写体からの距離び A 二 Im 、 巨二 2 m のと 
き、 A 、 目の照明バランスは4:1となります。 

•増灯撮影時は、試し撮りをおすすめします。 

-必ず、使用するカメラやスピードライトの使用説明書を併せてご覧ください。 
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ワイヤレス補助なについて 


ワイヤレス増灯撮影（アドバンストワイヤレスライティング、 SU-4 タイプのワ 
イヤレス増好）の補助灯については、1；(下の点にごを意ください。 

■■■アドノ（ンストワイヤレスライティング撮影時の配置図 

カメラおよび主好と補助好は、図の範囲内に配置してください。 



•主灯と補助灯の距離は、主巧の対向正面で約 10 m まで、両ヴイドで約日〜 7 m までび目 
安です。ただし、周囲の照明環境により、この距離は多少変化します。 

-同じグループの補助なは、必ず一力所にまとめて配置してください。 

- SU -4 タイプのワイヤレス増灯撮影時の主灯と補助巧の距離は91ぺージをご覧ください。 

巧補助'打の配置についてのごま意 

-補助灯は、主灯の光びセンサー窓に入る位置（通常はカメラより被写体に近い位置）に置 
さます。特に、手持ちで撮影する場合、主巧の光び確実にセンサー窓に入るよラに、補 
助巧はカメラより前に構えてください。 

-主灯と補助灯の間に障害物びあると、正常な交信びでさません。 

-補助灯の直接光または強い反射光び、カメラの撮影レンズ （ TTL 撮影時）や主灯の外部調 
光用受光窓（外部調光撮影時）に入らないよラにしてください。光び入ると、適正露出び 
得られません。 

-同時に使用でさる補助灯の台数に制限はありません。しかし、センサーに他の補助灯の強 
い光び入ると、正常動作びでさない場合びあるため、実用上は3台程度び限度です。アドバ 
ンストワイヤレスライティング撮影の場合は、1グループ最大3台程度を目安にしてください。 

-補助灯の設置には、付属のスピードライトスタンド AS -1 9をご使用ください。 

-配置び終わったら、必ずテスト発光してください。（隊 P . 2目） 





■■■補助なを安定させるスピードライトスタンド 

付属のスピードライトスタン FAS-] 9を使用すると、簡単に補助巧を安定して 
設置でさます。 

-コード接続での増灯撮影時 （ D ^ P . 96) の補助巧の設置にち使用でさます。 


スピードライト SB -1 日/27用取り付けシュー 


ス ピー ドライト 

( SB - 1己/271；(外) 
取り付けシュー 


S 巨-27取り付け例 


取り付け/取り外し方 


1カメラのホットシューの場ちと同様に、取り付 
け/取り外します。 


0補助口の誤発光を防止するには ( SU -4 タイプのワイヤレス増な撮影時のみ） 

SU -4 タイプのワイヤレス増灯撮影時、補助灯の誤発光を防止するため、しソ下の点にミち意し 
て < ださい。 

•補助灯は、周囲の静電気や電磁波ノイズによって発光する場合びありますので、使用し 
ないときは、必ず日 N / OFF ボタンで電源を日 FF にしてください。 

-手持ちしている補助灯は、複数のスピードライトび使 
われている撮影現場では、周囲のスピードライトの発 
光に応答して発光（誤発光）することびあります。これ 
を防ぐには、補助灯のワイヤレス補助灯発光禁止ボタ 
ン（モデ U ング発光ボタン）を押してください。ボタン 
を押している間、発光は禁止されます。 
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アドバンストワイヤレスライティング撮影 


SB - 800と CLS 巧応カメラとの組み合わせ時に可能な増な撮影です。 

] 台または複数の補助好を最大3つのグループ （A、B、C) として設定し、主 
灯および補助好の各グループごとに異なる発光モード、調光補正値を設定して、 
ワイヤレスで発光を制御する増灯撮影です。 

m アドバンストワイヤレスライティングへの切り替え 

アドバンストワイヤレスライティング撮影を行う場合は、カスタムフアンクシ 
ヨンでワイヤレスモードに設定します（原 P. 73)。 



HI：P 

1 

贏 


司 


SB - 800をまなに設定する場合は MASTE 刊こセツトしまず。 

-表示パネルに^び表示されます。 

- U ピーティング発光の場合は、 MASTER ( RPT ) にセットしてくださし、。 



MASTER 



SB - 800を補助なに設定する場合は REMOTE にセツトします。 

-表示パネルに^び表示されます。 


I ょ REMu 1 11 日…叫 I 

I ZOOM 28 mm I A b cl■ 


















































H ■アドバンストワイヤレスライティングの設定項目 

アドバンストワイヤレスライティング撮影では、主灯または補助好で！;(下の項 
目を設定します。 


設定項目 

スピー ドライト 

補足 

発光モード 

主灯 

1;(下の日タイプび設定可能です。 

画： i - TTL モード 

國（因）：絞り連動自動調光(外部自動調光)*1 
励：マニュアル発光 
m : U ピーティング発光 
— :発光なし 

補助灯の発光モードち、主灯で設定します。 

主灯、補助灯の各グループに異なるモードを設定できます。 

調光補正値 

主灯 

補助巧の調光補正値ち、主灯で設定します。 

主な、補助灯の各グループに異なる補正値を設定できます。 

交信チヤンネル* 3 

主灯、補助な 

4つのチャンネルから1つを選択します。 

主灯と補助灯は、必ず同じチャンネルに設定します。 

補助灯の 
グループ名 

補助灯 

最大3つのグループ （ A 、 日、 C ) 


* 1 CLS 対応カメラと CPU レンズとの組み合わせ時は絞り連動自動調光にセットされま 
す。ただし、非 CPU レンズ使用時またはカスタムフアンクシヨンで外部自動調光に 
セットした場合は、外部自動調光になります。 

*2 主灯び U ピーティング発光の場合は、補助灯は 「 U ピーティング発光」または「発光 
なし」しか設定でさません。 

*3 複数の人びアドバンストワイヤレスライティング撮影を行っている現場では、誤発光 
を防止するため、他の人とは異なるチャンネルに設定してください。 

図コマンダー撮影について_ 

SB - 目00をアドバンストワイヤレスライティング主灯にセットし、発光モード設定画面で 
主灯の発光を消灯(- - を選択)させると、ライティングを補助なのみで行ラ撮影び行えます。 
これをコマンダー撮影といいます。通常はコマンダー発光の被写体への影響はほとんどあ 
りませんび、 IS 日感度を高感度にして近距離撮影を行ラと被写体に影響を与える場合びあり 
ます。この場合は、主灯の影響びなくなるまで主灯のフラッシュヘッドを上方または左ち 
方向にバウンスさせて調節してください。 
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アドバンストワイヤレスライティング撮影つづき 


■■■主なで発光モード、調光補正値、チャンネルを設定する 



1主なの®ボタンで M を反転表示させ、姻函 D ボタ 
ンを巧して発光モードを選択します。 


2 0/0ボタンを巧して、調光補正値を設定します。 

-調光補正値は + 3.0 〜一 3.0 の範囲で1/3段ステップ 
で設定でさます。 

•発光モードび M の場合は、発光量び M 1/1 〜 
M 1/1 2目の範囲で1段ステップで設定でさます。 



3をなの趣)ボタンで A を反転表示させ、 cm ) ボタ 
ンを押して補助な A グループの発光モードを選択 
します。 

-主巧びリピーティング発光の場合は、補助灯は「リピ 
ーティング発光」または「発光なし」しか設定でさま 
せん。 

4手順 2 に準じて、補助な A グループの調光補正値 
を設定します。 


5同様に、目、 C グループの発光モード、調光補正 
値を設定します。 



巨主なの®ボタンでチヤンネルを反転表示させ、 
0/0ボタンでチヤンネルを設定します。 






















































■■■補助なのチヤンネル、グループを設定する 



1補助なの趣)ボタンでチャンネルを反転表示させ、 
0/0ボタンでチャンネルを設定します。 

-必ず、主灯と同じチャンネルに設定してください。 



2補助なの趣)ボタンでグループを反転表示させ、 
0/0ボタンでグループを設定します。 

-同じ発光モード、調光補正値で使用する補助灯は、同じ 
グループに 設定してください。 


巧 D 70 カメラのコマンダーモードについてのごま意 


-ニコン D 70 カメラの内蔵スピードライトを主灯 （コマン ダーモード）としてワイヤレス増 
灯撮影を行ラ場合は、必ず補助巧の SB - 800の交信チャンネルは「3」に、グループは 
「 A 」 に設定してください。これじ(外に設定すると、 S 巨-800は発光しません。 


図リピーティング発光撮影時の設定 

•主灯を rau ピーティング発光に設定した場合は、発光量、発光間隔、発光回数をセット 
してください。（咳.己4 n 」 ピーティング発光撮影」） 


巧兀里 



発光間隔 
発光回数 


1趣)ボタンを巧して発光量表示を反転さ 
せ、0/0ボタンを押して発光量をセ 
ットします。 

2趣)ボタンを巧します。 

•発光量びセットされ、次に発光間隔表示 
び反転します。 

3同様にして、発光間隔、発光回数をセ 
ットします。 


主巧び U ピーティング発光の場合は、補助巧は n 」 ピーティング発光」または「発光な 
し」しか設定でさません。 




































アドバンストワイヤレスライティング撮影つづき 

■■■ アドバンストワイヤレスライティング撮影の実際例 



ワイヤレス増な撮影 （3 灯使用) 


カメラに装着した1巧による撮影 


主好 M び主要被写体を照明し、天井にノくウンスさせた補助灯 A び被写体の背景を 
明るく描写して、画面全体に光び回った自然な感じび得られています。さらに、 
補助好目にカラーフィルタを装着して暖炉び燃えている感じを演出しています。 


撮影 データ 

• カメラ： D2H 
- 焦点距離： 25mm 

• 主灯 M : SB- 800 (HD 、 調光補正値 +1/3) 
- 補助灯 A : SB- 800 ( 巧 D 、 調光補正値 +1/3) 
• 補助灯 B : SB- 800 (M 、 発光量 1/1 6) 



•上記撮影例の詳細は、別冊に目-800スピードライト撮影作例集」をご覧ください。 














■■ 

す 由. 
た. 白. 

1 圓 




REMOTE 

SU-4 



■ C — _ I ZOOM 28 mm I 



が.!？-:を 

I ZOOM 28 mm 




カメラの露出モードを" A " 絞り優先オートにセツ 
卜します。 


2カメラに装着した S 目-800を MASTER に設定し 
ます。 

-カスタムフアンクシヨンで設定します。（咳 = P . 73) 


3主なの®ボタンで M を反転表示させ、姻函 D ボタ 
ンを巧して発光モードを面 D に設定します。 


4主なの©ボタンを巧して、調光補正値+日.3を設 
定します。 


5 主なの®ボタンで A を反転表示させ、姻函 D ボタ 
ンを押して補助な A の発光モードを面日に設定し 
ます。 


巨続いて主なの©ボタンを巧して、補助な A の調光 
補正値 +0.3 を設定します。 
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アドバンストワイヤレスライティング撮影つづき 



7をなの趣)ボタンで B を反転表示させ、 （M^ ボタ 
ンを押して補助な目の発光モードを画]に設定し 
ます。 


8 続いて主なの〇ボタンを巧して、補助な目の発光 
量1/16を設定します。 




9 主なの®ボタンでチャンネルを反転表示させ、 
0/0 ボタンでチヤンネルを1に設定します。 



10 補助な A、 目を配置し、電源を ON にして、レディ 
ライトの点灯を確認します。 

-補助巧の設置には、三脚またはスピードライトスタン 
ド AS -1 9をご使用ください。（陽 P . 81 ) 


11 補助口 A、 目を REM 日 TE に設定します。 


199123 本 紫 


f KtMlJTE 

ZOOM 28 mm 


白 ROUP 

A B c 


12 補助な A、 目のチャンネルを 1 に設定します。 

•必ず、主灯と同じチャンネルに設定してください。 
































































固12。 41 で^ を 


REMDiri— 

ZOOM 28 mm IA B c 



13 補助灯 A 、 B のグループを設定します。 

-補助な A は A グループに、補助な日は日グループに設定 
して < ださい。 



14 すべてのレディライトの点灯を確認してから、主な 
の FLASH ボタンを押してテスト発光します。 

-テスト発光では、主灯^補助灯/\^補助巧巨の順に発光 
します。 

•発光しない補助灯は、主灯に近づけるか、センサー窓 
を主灯に向けて設置し直してから、再度テスト発光し 
て < ださい。 

-モデ U ング発光でライティングを確認することびでさ 
ます。 （ D ^ P . 72) 


旧 TTL モードでの撮影と同様に、絞りや撮影距離を 
確認して撮影します。 

- TTL モードでの撮影は（岐 P . 23) 

-撮影後の状況は、レディライトとモニタ音で確認でさ 
ます。 （隊 P . 9 己） 

















SU -4 タイプのワイヤレス増な撮影 


S 巨-8日日は、 SU-4 タイプのワイヤレス増灯撮影び行えます。補助灯びワイヤレ 
スで、主好の発光開始と発光停止に連動して発光開始、発光停止を行ラ A (オー 
卜)モードと、主好の発光開始にのみ連動する M (マニュアル)モードびあります。 
•ワイヤレス機能を持つスピードライトは、主な、補助灯のどちらにも使用でさます。 

• TTL モードび可能なスピードライトは、主灯として使用でさます。また、スレーブフラ 
ッシュコント□-ラー SU-4( 別売）を使用することで補助灯として使用できます （SB-23 
を除<)。 

-カメラ内蔵のスピードライトは主灯として使用できます。 

-使用でさるカメラに制限はありません。 

IUSU -4 タイプのワイヤレスモードへの設定 

SU-4 タイプのワイヤレス増灯撮影を行う場合は、カスタムフアンクシヨンでワ 
イヤレスモードに設定します（豚 P. 73)。 

-カスタムフアンクシヨン設定画面で SU-4 にセットします。 

主なと補助なの区別 

•カスタムフアンクシヨン機能で SU-4 にセットした後、本機をカメラに取り付けると、主 
灯であることを示す^び表示パネルに表示されます。また、このままカメラから取り 
外すと、表示び補助なであることを示す^に自動的に変わります。 

主なについてのごま意 

-主灯のモニタ発光は必ず解除する必要びあります。 

-本機は主灯に設定されたとさ、モニタ発光はキャンセルされます。 

-主灯の発光モードはし:!下のモードをおすすめします。 


カメラグループ 

ま打の発光モード 

CLS 対応 

デジタルー眼レフ 

外部調光モード（區1/因） 

- TTL モードは、 迦函巨) ボタンを押すと表示 
されますび使用でさません。 

銀塩一眼レフ 

TTL モード 

CLS 非対応デジタルー眼レフ 

外部調光モード（屈!/因） 

- TTL モードは、 通函巨) ボタンを押すと表示 
されますび使用でさません。 

A 〜 F 

TTL モード 










補助なの発光モードの設定 



1 SU -4 タイプのワイヤレス増なにセットされた 
S 目-800をカメラから取り外します。 


2 通函 D ボタンを巧すと補助なの発光モードが 
ろ A 、 ろ M に切り替わります。 


A けー トモード）： 

-主巧の発光開始と発光停止に連動して、ワイヤレス補助灯ち発光開始と発光停止を行い 
ます。 

-主灯の発光開始と発光停止を感知でさる距離は、約 7 m し:!内です。 

M (マニュアルモード）： 

-主灯の発光開始にのみ連動して、ワイヤレス補助灯び発光を開始します。 

-主灯の発光を感知でさる距離は、約 40 ml ソ内です。 

-発光量は M 1/1〜 M 1/12別こセツトできます。 
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SU-4 タイプのワイヤレス増丹撮影っづき 


■■■因（オート）モードでの撮影 







す由. 
た.由. 

ょ 



OFF 

MASTER 

MASTER 

(RPT) 



STBVflUTO 

•w-r. 

zooM 24mmF8 擇 


1 カメラの露出モードを" A" 絞り優先オートまた 
は" M" マニュアルにセットします。 


2すべてのスピードライト（主な、補助な）を設置し 

^ 〇 


3主灯および補助灯の S 目-80日を SU-4 にセットし 
ます。 


4 補助なの姻函 D ボタンを押して、 A モードにセツ 
卜します。 


已まなの発光モードを正西モードにセットします。 

- CLS 非対応デジタルー眼レフカメラ使用時は、絞り連 
動自動調光または外部自動調光にセツトしてくださし、。 


巨 TTL モードでの撮影と同様に、絞りや撮影距離を 
確認して撮影します。 

- TTL モードでの撮影は（陽 P . 23) 

- CLS 非対応デジタルー眼レフカメラ使用時は絞り連動自 
動調光または外部自動調光（陽 P . 44、 46) 

-撮影後の状況は、レディライトとモニタ音で確認でさ 
ます。（陽 P . 9日） 








































HIM (マニュアル）モードでの撮影 





す由. 
た甘. 




j み M 节 


い 

厂 DEMOTE 

ZOOM 24 mm 擇 


扇た 1 

- - 



5.3 卜 ILL 

[ZOOM 24mmF8 巧 : 


カメラの露出モードを" A" 絞り優先オートまた 
は" M" マニュアルにセットします。 


2 すべてのスピードライト（をな、補助な）を設置し 
ます。 


3主灯および補助灯の S 目-800を SU-4 にセットし 
ます。 


4補助なの CM 函 D ボタンを押して、 M モードにセツ 
卜します。 


5をなの発光モードをマニュアル発光にセツトしま 
す。 


6 マニュアル発光での撮影と同様に、絞りや撮影距 
離を確認して撮影します。 

-マニュアル発光での撮影は（隊 P . 己 2) 
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SU -4 タイプのワイヤレス増丹撮影っづき 


0 M (マニュアル）モー ド時の補助'灯発光量の設定方法 
マニュアルでミ夫定する場合 

1；(下の式で露光量を決定し、ライティングの意図に合せて補助灯の発光量をセ 
ット（光量分割）します。 

GN = F X D 

ガイドナンバー （m) =レンズの絞り値X補助灯と被写体の距離 （m) 

[例]本機を補助灯に使用して、照射角 28 mm 、 IS 日感度100、レンズの絞り F 4 で 2 m の距 
離にある被写体を撮影する場合、ガイドナンバーは8二 4 X 2 となり、ガイドナンバー 
表（岐 P . 己1 ) から、適正露出にするには本機を M 1/ I 目に設定します。 

-「マニュアルモード時の絞り値、発光量の求め方」を参照してください。（隊 P . 49) 

外部自動調光び使用できるスピードライトを SU -4 に装着して補助なに設定し、 
その発光量を外部自動調光 （ A ) でミ夫定する場合 

補助好の発光モードを外部自動調光にセットすることもでさます。この場合、 
補助なは補助好にセットしたに日感度や絞り値に応じて外部調光を行し、自動 
的に発光を停止します。（腹で. 46) 

1カメラのに0感度を補助なに設定します。 

2レンズの絞り値と同じ値を補助なの絞り値にセットすると、補助なによって 
照明される被写体は適正露出となります。 

-ライティングの意図によっては、絞り値を変えてオーバー/アンダーと変化させるこ 
とびでさます。 

-この例は、主灯と補助灯の照射方向びほぼ一致している場合です。照射方向び異なる 
場合は当てはまりません。 

-「外部自動調光時の絞り値」をご覧ください。 （ D ^ P . 47) 
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J ワイヤレス増巧撮影時のレみライト、サウンドモニタこよる状況確認 

ワイヤレス増灯撮影時、撮影前後の本機の状況は、本機のレディライトとモニ 
夕音で確認することびでさます。 

III ワイヤレスモード時のヴウンドモニタ 

本機を補助好として使用する場合、カスタムファンクション機能 （i^P. 73) 
でヴウンドモニタを設定すると、補助なの状況を音で知ることびでさます。 

レディライトとサウンドモニタによるスピードライトのがミ兄確認 


ま打 

補助口 

状 態 

レデ’イライト 

レデ’イライト 

サウンドモニタ 

点灯 

点灯 

ピー(1回） 

充電完了 

点巧または消な 
(非点滅） 

点なまたは消な 
(非点滅） 

ピッピッ 
に励 

正常発光 

点滅 

(約3秒間） 

点滅 

(約3秒間） 

ピ_ピ_ピ_ 
(約3秒間） 

主灯、補助灯共にフル発光して、適正露出び 
得られていません。レンズの絞りを開放（絞 
り値の小さい方)側にセットして、撮影し直し 
て < ださい。 

点灯または消:0 
(非点滅） 

点滅 

(約3秒間） 

ピ_ピ_ピ_ 
(約3秒間） 

補助灯びフル発光して、適正露出び得られて 
いません。スピードライト自身の反射光や、 
他の補助灯の光び強 < 入って主灯の発光停 
止を検出でさなかった可能性びあります。 
補助巧の位置を変えて、撮影し直してくださ 
い。 


留撮影 


95 













コード接続での増好撮影 


S 目-8日日は、 TTL モードび可能なスピードライトを使用してコード接続での増 
好撮影び行えます。 

• S 巨-己 ODX 、 S 巨-23はスタンバイ日 FF 機能を解除できないため、コード接続での補助灯 
には実用上使用でさません。 

• SB -1 1/14/140/21目は F - 401、 F -40 1 s カメラ使用時には主灯、補助灯ともに使用 
でさません。 

-使用でさるカメラに制限はありません。 

-デジタルー眼レフカメラ、 i - TTL 対応クールピクスカメラでは、マニュアル発光のみ使用 
可能です。 

■■■コード接続が可能なスピードライトの数_ 

-主灯を含め合計5台、または接続コードの長さび合計1 Om までコード接続でさます。 
•接続するスピードライトの係数の合計び、周囲温度20ででは"2日"!;(下、40ででは 
"13" しソ下になるようにしてください。（下表を参照） 

-上記の合計を超えて接続すると、2回目!;(降の発光びでさなくなることびあります。その 
場合は、すべてのスピードライトの電源をいったん日ドドにして、接続台数を減らしください。 


スピードライト 

係数 

S 巨-800 /80 DX / 己 0 DX /30/29/29 S /28/ 
28 DX /27/26/2 己/ 24/22 S /14/1 1/140 

1 

S 目-23/21/17/16/15 

4 

S 巨-22 

6 

S 巨-20 

9 









■■■コード接続増'灯撮影のご注意 

-ぶ、ず、使用するカメラやスピードライトの使用説明書をご覧ください。 

•接続方法は口ード接続での TTL 増灯撮影システムチャート」（隊 P . 10 0) をご覧くださ 
し、。また、使用するカメラ、スピードライトの使用説明書を併せてご覧ください。 

•補助灯を2台!^^上接続する時は、 TTL 増巧コード SC -27、 SC -2 目、 SC -19、 SC -18( 別 
売）をご使用ください。 

-増灯ター三ナルを備えていないスピードライトを接続する時は、 TTL 増灯アダプター AS - 
10(別売）をご使用ください。 

-補助灯を三脚に取り付ける時も、 TTL 増灯アダプター AS -1 0 (別売）をご使用ください。 

-主灯のモニタ発光は必ず解除する必要びあります。 

•発光モードは、 TTL モードと マニュアル 発光の2つび可能ですび、 マニュアル 発光は露出 
制御び難しくなるため、おすすめしません。 TTL モードび使用でさるカメラとの組み合 
ねせ時は TTL モードをご使用ください。 

•増灯撮影時は、試し撮りをおすすめします。 


留撮影 
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コード接続での増丹撮影っづき 


■■■ TTL モードでの撮影 


/デジタルー眼レフカメラ、 i - TTL 対応クー、 
V ルピクスカメラでは使用でさません 。 ) 



カメラの露出モードを" A " 絞り優先オートまた 
は" M " マニュアルにセットします。 


STBVflUTO 

ィ 0.6-5.7 m AF-iLL 

ZOOM 2 8 mm F 8 - で :- 


2主灯をカメラに取り付け、電源を日 N にして TTL 
モードにセツトします。 

-主灯びモニタ発光する調光モードは使用でさません。 



3 電源を日 FF にして、主なと補助なの増なターミナ 
ルをコード接続します。 

•接続コード： SC -27、 SC -2 目、 SC -19、 SC -18( 共 
に別売） 


STBVflUTO 

ィ 0.6-5.7 m AF-iLL 

ZOOM 28mmF8 宵 


4すべての補助なの電源を ON にして、 TTL モード 
にセツトします。 


已 TTL モードでの撮影と同様に、絞りや撮影距離を 
確認して撮影します。 

- TTL モードでの撮影は（陽 P . 23) 

•本機びフル発光して露出不足の可能性びある場合は、 
発光直後にレディライトび約3秒間点滅します。撮影 
距離を短くするか、絞り値を開放側にセツトするなど 
して、撮影し直してください。 



















H ■マニュアル発光での撮影 


画^^ 

、 | y 弧挪〜 




カメラの露出モードを" A " 絞り優先オートまた 
は" M " マニュアルにセットします。 


2電源を OFF にしてまなをカメラに取り付けます。 


3主灯と補助なのシンク□ターミナルをコード接続 
します。 

-接続コード： SC - 11、 SC - 1己（共に別売） 


4すべてのスピードライトの電源を ON にして、マ 
ニュアル発光にセツトします。 

-本機や SB -80 DX 、 S 巨-28等のスピードライトでは、 
必要に応じて発光量を調節できます。（岐 P . 49) 

- U ピーティング発光は使用でさません。 

5マニュアル発光での撮影と同様に、絞りや撮影距 
離を確認して撮影します。 

-マニュアル発光での撮影は（隊 P . 己 2) 
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コード接続での TTL 増な撮影システムチヤート 


- F 目カメラでは、才ート FP 八イスピードシンク□撮影、 FV □ック撮影との併用はできません。 
. F - 401、 F - 40 Is には SB -1 1/ I 4/140/21目は主灯•補助灯ともに使用できません。 

ま灯 


CLS 対応銀塩 
—眼レフ 


Lf6 


A グループ 


F 5 

( DA -30/ DP -30 付） 
F 100 

F 90 X / F 90 シリーズ 
二〕ンがん F 80 シリ-ズ 
F 70 d 


F 5 

( DW -30/ DW -31 付) 


B グループ 


F 4 シリーズ 
( DW -20/ DW -21 付) 


F 4 シリーズ 
( DA -20/ DP -20 付） 
ニコンが 

F -801 S / F -801 シリーズ 
プロネア 600 i 


SC-24 


八, 


C グループ 


D グループ 


E グループ 


F -501、 F -401 s / F -401、 

F -301 


F グループ 


FM 3 A 、 FA 、 FE 2 、FG 

ニコノス V 


►(A) 


SC- 17/ 
28 


SB-14 

SB-11 SB-140 


SC-23 



SB-15 SB-20 


SB-21 B 




SB-22 SB-22S SB-23 SB-27 SB-30 SB-50DX 




SB-24 

SB-25 

SB-% 

SB-28/ 



f™1 

28DX 

つ 

^3- 

!HI 」 


M- 


I I L J し L 


I I 


SB-17 


— 1^^ 


陸上用シンク□コード 


G グループ 


I F 3 シリーズ_ U 


翁 


AS- 17 




SC-1 4 1 


ホぺージの今®はすべて右ぺージの 
に接続します。 
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カラーフィルタを使用した撮影 


SB -8 日日には、董光好用 （ FL - G 1) と電球用 （ TN - A 1) の2種類のカラーフィルタ 
( S 」-8 日日)び付属しています。 

•別売で、カラーフィルタセット SJ -1 を用意しています。（陽 P . 1 18) 


■■■カラーフィルタの使い方 


目的 

使用ずるフィルタ 

カメラのホワイトバランス 

堂光灯光源の影響を補正する 

FL - G 1 

堂光灯 

電球光源の影響を補正する 

TN - A 1 

電球 

スピードライト光に着色する 

別売カラーフィルタ 

スピードライト 


m カラーフィルタで色調を補正する撮影 

一般に、董光好の光源でスピードライト撮影する場合、カメラのホワイトバラ 
ンスをスピードライトに設定すると、主要被写体はスピードライト光で色再現 
しますび、スピードライト光の届かないところは董光好の影響を受けるため、 
バランスび悪い色再現となります。これを防ぐには、董光灯用のフィルタを使 
用してスピードライト光を堂光灯光源に変え、カメラのホワイトバランスを堂 
光灯にセットして撮影します。電球光源で電球用フィルタ ( TN - A 1) を使用する 
場合ち同様です。 

-ホワイトバランス設定機能びあるカメラで可能な撮影です。本機ではセットでさません。 

ホワイトノ くランスの詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 

-銀塩フィルムカメラでタングステンフィルムを使用する場合、電球用フィルタ ( TN - A 1) 
を使用すると効果的です。 

巧カラーフィルタ使用上のごま意 

•カラーフィルタは消耗品でず。が観び著しく劣化したときは、別売のカラーフィルタセ 
ット SJ -1 をおホめください。 

•発光時の熱によってフィルタの外観び収縮ずることびありまずび、性能には問題ありません。 
•カラーフィルタは連続発光で使用しないでくださし発光部の発熱によって、フィルタ 
①収縮を早めることびありまず。 

•カラーフィルタは裏表はありません。また、多少カールしていてち性能には問題ありま 
せん。 

-カラーフィルタにキズ等びあっても、色落ちしていないかざり、性能には問題ありません。 
•フィルタに記載の補正量はあくまでを目安です。撮影の前には試し撮りをして、補正量 
を確認してください。 

-カラーフィルタびミちれた場合は、乾いた柔らかい布などで軽く拭さ取ってください。 











m カラーフィルタを使った撮影の手順 








ま光な 1 

© 

/|^ 画目日陰 1 

囚色活度設定 1 

© 

9 

^■PRE プリセット • 1 

1 —— 麵 ——// 



カラーフイルタを巧り線のところで、さちんと巧 
り巧げます。 


2カラーフィルタを図のように、ワイドパネルとフ 
ラッシュへッドの間に差し込みます。 


3カメラのホワイトバランスをセットし、撮影します。 


図別売のカラーフィルタセツト SJ -1 について 


カラーフィルタセット SJ-1 は、し:!下の 8 種類、 20 枚のカラーフィルタで構成されており、 
スピードライト光を補正あるいは着色して撮影することびでさます。 ( D ^ P . 118) 

- FL-G1 (董光灯用）- FL-G2 (董光巧用）- TN-A1 (電球用）- TN-A2 (電球用） 

- BLUE (青） - YELLOW (黄色） - RED (ホ） - AMBER (肌色） 

•着色して撮影するときは、ホワイトバランス設定機能びあるカメラでは、カメラのホワ 
イトバランスをスピードライトに設定すると効果的です。 


応用撮影 
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バウンス撮影 


フラッシュへッドの向さを変えて反射光を利用すると、強い影をなくしたソフ 
卜な写真撮影び巧能です。また、バウンスアダプターを装着すると、光び広く 
拡散して、さらにソフトに表現でさます。 



バウンスあり 


撮影 データ 
•カメラ： D 2 H 
-焦点距離：目 0 mm 
-スピードライト： SB - 曰00 
(画） 

•絞り値： F 8 
-撮影距離：約 4 m 



バウンスなし 


撮影データ 
•カメラ： D 2 H 
-焦点距離：目 0 mm 
-スピー ドライト： SB - 800 
(画） 

•絞り値： F 9 
-撮影距離：約 4 m 


上記撮影例の詳細は、別冊 「 SB - 800スピードライト撮影作例集」をご覧ください。 



バウンス角度の選びち 

フラッシュへッドを上ち向己ぴじ Lb に 
セットして、天井（反射面）にバウン 
スさせるのび最ち簡単な撮影ち法です 
び、この時、スピードライト光び直接 
被写体に当たらないようにを意してく 
ださい。 

-フラッシュヘッドと反射面との距離は、撮 
影状況にわよりますび、1〜 2 m 前後び理 
想的です。 
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STBVflUTO 

W ぶ - 5.3 m AF 呈 L 

ZOOM 24 mmF 8 帮 



カメラの露出モードを" A " 絞り優先オートまたは 
" M " マニュアルにセットします。 


2カメラの測光モードを"図"マルチパターンまたは 
"面"中央部重点にセツトします。 


3発光モードを TTL または絞り連動自動調光/外部自 
動調光にセットします。 


4カメラの絞り値をセットします。 

-絞り値のセット方法は（陽 P . 10目）をご覧ください。 


5フラッシュヘッドをセットします。 


巨レディライトの点灯を確認して、撮影します。 

•本機びフル発光して露出不足の可能性びある場合は、 
発光直後にレディライトび約3秒間点滅します。撮影距 
離を短くするか、絞り値を開放側にセットするなどして、 
撮影し直してください。 


応用撮影 
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J バウンス撮影つづを 


■■■絞り値のセット方法 

通常の撮影（フラッシュへッドび正面水平の位置）に比べ、バウンス撮影は光量 
び減少するため、2〜3段開放側（ルさい数値）の絞り値にセットします。 
フラッシュへッドを正面水平！;(外の位置にセットすると、調光範囲の表示び消 
好します。正面水平位置で調光範囲と絞り値を確認してから、絞り値をセット 
して < ださい。 

-外部自動調光時は、本機にち同じ絞り値をセットしてください。 

■ I ■フラッシュへツドをセツトする 


本機のフラッシュヘッドは、□ック解除ボタンを押しなびら、図のように回転 
でさます。撮影のイメージや被写体および周辺の条件に合わせてセツトしてく 
ださい。 


フラッシュヘッドの回転角度 

上ち向9ぴ〜下ち向7\左に] 80\ちに9ぴ回転 
でさます。 

-図に示す数値の角度でク U ックストップします。 

-下方向7°は、「近接撮影」の際に使用します。 （ D ^ P . 108) 

反射面の選びち 

反射面は、白色系で反射率の高いをのを選んでくだ 
さい。反射面に色びあると、被写体にその色び影響 
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図目に光りを与えるキャッチライト効果 


バウンス時は光び正面から当たらないため、目にキャッチライト効果を出せま 
せん。キャッチライト反射板を使うと、人物の目を生き生きと表現でさます。 

-図のように、ワイドパネルを引き出し、ワイドパネルだけを押し戻してください。 

•キャッチライト効果を得るには、フラッシュヘッドは上方9日°に向けてください。 





図さ5に光をやわ5ばるバウンスアダプター 


本機の光び、バウンスアダプターの已面を通して広い範囲に拡散され、通常のバ 
ウンス撮影に比べても、さらに光をやわらげ影を抑えることびできます。カメ 
ラを縦位置に構えた場合でち、同様の効果び得られます。 

-フラッシュヘッドは、上方向目0°ぐらしで使用すると、最も光をやわらげる効果び得られます。 
-ワイドパネルを併用すると、さらに光を拡散する効果び得られます。 （ DS ^ P . 1 10) 





バウンスアダプターなし 
図のように、バウンスアダプターと本体の凸部を 
合わせて取り付けてください。 

-バウンスアダプター装着時は通常、照射角は 14 mm に 
固定されます。 


応用撮影 
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近接撮影 


本機では、内蔵ワイドパネルを使用して、ソフトな雰囲気のク□ーズアップ写真を 
比較的簡単に撮ることびでさます。また、カメラから離してライティングすると、 
被写体の陰影を生かした立体感のある写真撮影び巧能です。 

-近接撮影を行う場合には必ずワイドパネルをご使用ください。 

-全長び長いレンズでは、スピードライトの光びレンズの先端部分でさえぎられる場合びあ 
りますので、ごミち意ください。 

-近接撮影時は、スピードライト光の配光や、使用するレンズ、焦点距離などにより、撮影画 
面の一部び光量不足になるケラレ現象び発生する場合びありますので、試し撮りをおすす 
めします。 




2灯撮影（サイド光バウンス+トッス 


ク U ップオン1灯撮影 


撮影 データ 
カメラ 
焦点距離 
主 灯 
補助灯 
絞り値 
撮影距離 


D 2 H 
1〇已 mm 
SB - 800 (画） 
SB - 800 (画） 
F 22 
約1 m 



撮影 データ 
•カメラ 
-焦点距離 
•主 灯 
•絞り値 
-撮影距離 


D 2 H 
1〇已 mm 
SB - 800 (画） 
F 10 
約1 m 


2な撮影①スピードライト設置例 

上からと横からの2つのスピードライト光で 
ルさなフィギュアの輪郭を強調して、細部 
まで立体的に描写しています。また、サイ 
ドからの光をバウンスさせることで不要な 
影を弱め、フィギュアの質感を引さ出して 
います。 


上記撮影例の詳細は、別冊 「 SB - 800スピードライト撮影作例集」をご覧ください。 





















カメラの露出モードを" A " 絞り優先オートまたは 
" M " マニュアルにセットします。 


2 カメラの測光モードを"図"マルチパターンまたは 
"面"中央部重点にセツトします。 


3 発光モードを TTL モードにセットします。 


4 ワイドパネルをセットし、照射角を 14 mm また 
は 17 mm にセツトします。 


5 フラッシュヘッドを下方向7°にセットします。 

-本機をカメラに装着して1巧で近接撮影する場合は、下 
方向7°にセットすると、被写体の下側にもスピードライ 
卜光び充分に回るようにできます。 

-下方向7°にすると、距離表示アンダーラインの下に破 
線アンダーノ く一び表示されます。 

巨絞り値をセットし、レディライトの点灯を確認して、 
撮影します。 

•本機びフル発光して露出不足の可能性びある場合は、 
発光直後にレディライトび約3秒間点滅します。撮影距 
離を短くするか、絞り値を開放側にセットするなどして、 
撮影し直してください。 
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J 近接撮影。づき 


■■■ワイドパネルと照射角のセット 



ワイドパネルをゆっくり引さ出して発光部側に倒 
し、キャッチライト反射板を押し戻します。 



2陋/並ボタンを押して、照射角を 14 mm または 
1 7 mm にセツトします。 

-ワイドパネル使用時は通常、照射角は 14 mm または 
1 7 mm の切り換えになります。照射角を変更する場合は、 
カスタムフアンクシヨンの「ワイドパネル破損時の照射角 
設赴で設定してください。（隊 P . 73) 

•ワイドパネルを戻す場合は、ワイドパネルを起こして、ま 
つすぐ奥まで押し込んでください。 


■■■絞り値のセツト方法 


1；(下の表と計算式で絞り値を巧め、セットします。でさるだけ計算で巧めた絞 
り値よりち数値の大さい絞り値をセツトすることをおすすめします。 


旧0感度 

2己 

50 

100 

200 

400 

800 

1000 

係数 

1.4 

2 

2 

4 

4 

己.目 

己.目 


絞り値含係数-発光距離※ 

※発光距離は、本機の発光部から被写体までの距離です。 
•例えば、 IS 日感度び100、発光距離び0.曰 m の場合は、 

絞り値含2 -日.已 

となり、絞り値は含4になります。 
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図 O . SmlU 内の距離で撮影する場合 

カメラに本機を取り付けたままでは、被写体び十分に照明されません。図のよラに TTL 調 
光コード等で接続して、撮影してください。 



SC -2 日、 SC -28、 SC -1 7のいずれかを使用。 


• モニタ発光び行われる面日 in 調光で D または G タイプレンズ使用時は、距離情報による調 
光を行います。そのため、レンズ ー 被写体間の距離（図 A ) と発光部 一 被写体間の距離 
(図目）は、同じにしてください。 

- F 己カメラにウェストレベル DW -30 または DW -31 装着時、あるいは F 4 カメラにウェスト 
レベル DW -20 または高倍率 DW -21 装着時は、 SC -17 の代わりに TTL 調光コード SC -24 
び必要です。 








巧カメラで 1/300 TTL 高速シン 
ク□撮影を巧う場合 ^ 

F 已カメラで1/3日日 TTL 高速シンク□で撮影を行う場合、遠距離側の調光範囲 
は本機の表示ノ（ネルでは確認でをません。下表および計算式を使って確認して 
<ださい。 

ガイドナンバー-絞り値=遠距離側の調光範囲 


1/300 TTL 高速シンク□撮影時のガイドナンバー 


旧 0 感度 

照射角 ( mm ) 

BA*i 

BA 

14*1 

17*1 

24 

28 

3已 

已〇 

70 

85 

10已 

2已 

2.5 

3 

3.5 

3.5 

5.5 

6 

7 

8 

9 

9.5 

10 

已〇 

3.6 

4.3 

巳 

巳 

7.8 

8.5 

9.9 

1 1.4 

12.8 

13.5 

14.2 

100 

5 

6 

7 

7 

11 

12 

14 

16 

18 

19 

20 

200 

7 

8.4 

9.8 

9.8 

15.4 

16.8 

19.6 

22.4 

25.2 

26.6 

28 

400 

10 

12 

14 

14 

22 

24 

28 

32 

36 

38 

40 

800 

14 

16.8 

19.6 

19.6 

30.8 

33.6 

39.2 

44.8 

己日.4 

巳 3.2 

己6 


BA :バウンスアダプター装着時 * 1ワイドパネル装着時 

-例えば、旧日感度100、照射角3己 mm の場合はガイドナンバーび14となり、絞り値 
f / 己.目なら、14今巧.6 = 2.己 m (遠距離側の調光範邸となります。 
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付録 


トラブルへの対処、お手入れの方法や製品の保証など 
を説明しています。また、別売アクセサリーもご紹介 
しています。 



S 巨-800の TTL モード表示について 


ニコンカメラとの組み合わせで使用できる TTL モードは、露出モード、測光モ 
ード、レンズによって異なります。 

1；(下の表は、 CLS 対応！;(外のカメラ使用時について、 S 巨-8日日の TTL モード表 
示と CLS 非搭載スピードライトの TTL モード表示との対応を説明したものです。 

-カメラの機能や設定の詳細は、各カメラの使用説明書をご覧ください。 


表中のアイコン 露出モード 

測光モード 

P 

:プ□グラムオート 

図：マルチパターン測光 

S 

:シャッター優先オート 

因；中央部重点測光 

A 

:絞り優先オート 

曰：スポット測光 

M 

:マニュアル 



カメラ別の TTL / D - TTL モードと露出•測光モード、レンズの組み合わせ 


?レ 

占 

カメラ 

TTL モ-ド 

CLS 非搭載スピ-ドライトの 
モ-ド表示 

露出 モード 

測光モード 

レンズ 

C 

L 

S 

非 

巧 

応 

零 

夕 

ル 

眼 

フ 

D 1 シリ-ズ 

画画 

D HO 田 0-30- マルチ BL 調光 

P / S / A/M 

図面 

CPU ( D / G タイプ） 

圆画 

〇田凸田 □マルチ BL 調光 

P / S / A/M 

図面 

CPU ( D / G タイプ外） 

圆画 

〇田凸 固簡那 - TTL - BL 調光 

A/M 

面 

非 CPU 

圆 

DHD スタンダ-町 TTL 調光 

P / S / A/M 

図面日 

CPU 

画 

〇田凸 スタンダー町 TTL 調光 

A/M 

面日 

非 CPU 

D 100 

圃困 

DHO 田 D -3 D - マルチ BL 調光 

P / S / A/M 

図面 

CPU ( D / G タイプ） 

圆画 

DQD 田 □マルチ BL 調光 

P / S / A/M 

図面 

CPU ( D / G タイプ lU 外） 

圆 

DHO スタンダ-ド D - TTL 調光 

P / S / A/M 

図面日 

CPU 

圆 

DHD スタンダ-町 TTL 調光 

M 

面日 

非 CPU 

A 

F 已 

F 100 

圆画 

田田田 3 D スルチ 目 L 調光 

P / S / A/M 

図面 

CPU ( D / G タイス 

圆画 

血田 マルチ 巨 L 調光 

P / S / A/M 

図面 

CPU ( D / G タイプソ外） 

画画 

血 固簡易 TTL-BL 調光 

A/M 

面 

非 CPU 

圆 

田田 スタンダ-ド TTL 調 光 

P / S / A/M 

図面日 

CPU 

画 

田田 スタンダ-ド TTL 調 光 

A/M 

面日 

非 CPU 

巧 0 X シ 11- ズ 
F 90 シリ-ズ 

F 70 d 

画画 

田田田 3 D スルチ BL 調光 

P / S / A/M 

図面日 

CPU ( D/G タイス 谈 1) 

画画 

血田 マルチ 巨 L 調光 

P / S / A/M 

図面日 

CPU ( D / G タイプ庶) 

圆画 

HD 固簡易 TTL-BL 調光 

A/M 

困日 

非 CPU 

画 

田田 スタンダード TTL 調 光 

P / S / A/M 

図面日 

CPU (※り 

画 

田田 スタンダ-ド TTL 調 光 

A/M 

面日 

非 CPU 

《1: G タイプ装着時は、露出モードの A、M は使用不可。 
































お 

占 

カメラ 

TTL モ-ド 

CLS 非 搭載 スピードライトの 
モード 表示 

露出 モード 

測光 モード 

レンズ 

A 

F 郎シリ-ズ 

圆画 

田!田 3 D マルチ目 L 調光 

P / S / A/M 

図面 

CPU ( D/G タイス 

圆画 

血田 マルチ巨 L 調光 

P / S / A/M 

図面 

CPU ( D / G % プ W の AF ) 

画 

ran スタンダ-ド TTL 調光 

P / S / A/M 

図面日 

CPU 

画 

田田 スタンダ-ド TTL 調光 

M 

面日 

非 CPU (※り 

《1:カメラの露出計は使用できませんので、レンズで絞りをセットしてください。 

ニコンが 2 

圆画 

田！田 3 D スルチ BL 調光 

P / S/A 

図 

CPU ( D/G タイス 

圆画 

血田 マルチ巨 L 調光 

P / S/A 

図 

CPU ( D 職プ W の AF ) 

画 

田田 スタンダ-ド TTL 調光 

P / S / A/M 

面 

CPU 

画 

田田 スタンダ-ド TTL 調光 

M 

面 

非 CPU (※り 

《1:カメラの露出計は使用でさませんので、レンズで絞りをセットしてください。 

B 

F 4 シ U - ズ 

圆画 

田田 固 TTL-BL 調光 

P / S / A/M 

図 

CPU (※り 

圆画 

HD 固 TTL-BL 調光 

A/M 

図 

非 CPU ^2) 

画画 

田田 固簡妍 TL-BL 調光 

P / S / A/M 

面 

CPU (※り 

画画 

nm 反 3 簡易 TTL-BL 調光 

A/M 

面 

非 CPU 

画 

nm スタンダ-ド TTL 調光 

P / S / A/M 

図面日 

CPU (※り 

圆 

田田 スタンダード TTL 調光 

A/M 

図面日 

非 CPU 

《1: G タイプ装着時は、露出モードの A、M は使用不可。 

《2 : Ai - S 、 Ai 、 シ U - ズ E のみ使用巧。 

ニコンが 

圆画 

田 i 固 TTL-BL 調光 

P / S/A 

図 

CPU 

圆 

ran スタンダード TTL 調光 

P / S / A/M 

図面 

CPU (※り 

圆 

nrn スタンダード ttl 調光 

M 

面 

非 CPU ^2) 

《1:露出モードび M の場合、自動的に中央部重点測光になります。 

《2 :カメラの露出計は使用でさませんので、レンズで絞りをセツトしてください。 

F 801 S シリ-ズ 
巧01シリ-ズ 

画画 

HD 固 TTL-BL 調光 

P / S / A/M 

図 

CPU (※り 

画画 

HD 固簡易 TTL-BL 調光 

P / S / A/M 

困日 

CPU (《1/2) 

画画 

nm 反 3 簡易 TTL 調光 

A/M 

困日 

非 CPU ^2) 

画 

田田 スタンダ-ド TTL 調光 

P / S / A/M 

図面日 

CPU (《1/2) 

圆 

ran スタンダード TTL 調光 

A/M 

面日 

非 CPU ^2) 

《1: G タイプ装着時は、露出モードの A、M は使用不可。 

《2 : F - 日01は、スポット測光びありません。 

プ□ネア 600 i 

画画 

田0 固 TTL-BL 調光 

P / S / A/M 

図 

CPU 

圆 

田田 スタンダード TTL 調光 

P / S / A/M 

図面日 

CPU 

圆 

田田 スタンダード TTL 調光 

M 

面日 

非 CPU (※り 

《1:カメラの露出計は使用できませんので、レンズで絞りをセットしてください。 
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SB - 800の TTL モード表示についてつづき 


占 

カメラ 

TTL モ-ド 

CLS 非 搭載 スピードライトの 
モード 表示 

露出 モード 

測光 モード 

レンズ 


F -601 

圆 

皿 

TTL-BL 調光 

P / S / A/M 

图 

CPU(G タイプ1 がが ※ 1) 



圆 

皿 

簡易 TTL- 巨 L 調光 

P / S / A/M 

面日 

CPU(G タイプ1 がが ※ 1) 



画 

皿 

簡易 TTL-BL 調光 

A/M 

面日 

非 CPU (※り 



画 

皿 

スタンダ-ド TTL 調 光 

P / S / A/M 

図面日 

CPU(G タイプ i がが※ 2) 



画 

皿 

スタンダ-ド TTL 調 光 

A/M 

面日 

非 CPU が -2) 

C 

《1: SB - 800の表示パネルには 圆 だけび点灯します。 TTL - BL 調光または簡易 TTL - BL 調光にす 
る場合は、カメラの表示パネルに区 司を 点灯してください。 

《2 :露出モードび M の場合、自動的に中央部重点測光になります。 


F -601 M 

圆 

皿 

TTL-BL 調光 

P/S 

國 

CPU (※り 



画 

皿 

簡易 TTL-BL 調光 

P/S 

面 

CPU (※り 



圆 

皿 

簡易 TTL-BL 調光 

A/M 

面 

非 CPU (※り 



圆 

皿 

スタンダード TTL 調 光 

P/S 

図面 

CPU 



画 

皿 

スタンダ-ド TTL 調 光 

A/M 

面 

非 CPU 


《1: SB - 800の表示パネルには 圆 だけび点灯します。 TTL - BL 調光または簡易 TTL - BL 調光にす 
る場合は、カメラの表示パネルに丘 司を 点灯させてください。 

D 

F 60 D . F 50 D 

圆 

皿 

TTL-BL 調光 

P / S/A 

図 

CPU 

F -401 X 

圆 

皿 

簡易 TTL-BL 調光 

M 

面 

CPU / 非 CPU 


F -501 

画 

皿 

TTL プ□グラム乃ッシユ 

P 

面 

CPU (，》1) が CPU 谈 2) 


F -301 

画 

皿 

スタンダ-ド TTL 調 光 

A/M 

面 

CPU (※りが CPU 

E 

《1: G タイプは使用不可。 F 3 AF 用は使用巧。 

《2 : Ai - S 、 Ai 、 シ U - ズ E のみ使用巧。 

F -401 S 

画 

皿 

TTL プ□グラム乃ッシユ 

P/S 

図 

CPU 


F -401 

画 

皿 

スタンダード TTL 調 光 

A/M 

図面 

CPU (※り 



画 

皿 

スタンダ-ド TTL 調 光 

M 

面 

非 CPU 


《1:露出モードび M の場合、 

自動的に中央部重点測光になります。 



FM 3 A 

画 

皿 

スタンダード TTL 調 光 

A/M 

面 

CPU(G タイプ 从 W 非 CPU 


FA 

圆 

皿 

スタンダード TTL 調 光 

P / A/M 

國面 

CPU(G タイプ觀 ) 船 PU 悼 1) 


FE 2 

圆 

皿 

スタンダード TTL 調 光 

A/M 

面 

CPU(G タイ弧外 ) 船 PU 悼 1) 

F 

FG 

圆 

皿 

スタンダード TTL 調 光 

P / A/M 

面 

CPU(G タイプ觀 ) 船 PU 悼 1) 

ニコノス V 

画 

皿 

スタンダード TTL 調 光 

A/M 

面 

CPU(G タイプ励神 CPU お 1 /リ 


F 3 シリーズ 

画 

皿 

スタンダ-ド TTL 調 光 

A/M 

面 

CPU(G タイプ涵舶 PU( 》 3) 


《1 : FA • FE 2 の M 2 已〇と B (バルブ )、 FG •ニコノス V の M 90 では、 TTL 調光は使用不可。 

《2 :陸上用シンク□コード使用（別売りアクセヴ1」一)。 

《3 : AS -17 使用（別売りアクセヴ U -)。 
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別売アクセサリー 


■■■接続用アクセサリー 



TTL 調光コード SC-29/28/17 ( 約1.己 m) 

TTL 調光コード SC-24( 約1.已 m) 

SB - 800をカメラから離して TTL 調光撮影を行う際や TTL 増 
巧撮影に使用します。三脚取り付け用のねじ穴と2ヶ所の 
TTL 増灯夕ーミナルを備えています。 F 己カメラに DW -30、 
DW -31 装着時および F 4 カメラに DW -20、 DW -21 装着時は 
SC -24 を使用します。 SC -29 はアクティブ補助光機能を備 
えています （ TTL 増灯ター三ナルは備えていません)。 


。皿 11 11 I 田田 


TTL 増なコード SC-26/18 ( 約1.己 m) 

TTL 増ロコード' SC-27/19 (約 3m) 

TTL 増灯撮影を行ラ際に、 SC -28/1 7や AS -1 0などの増灯 
ター三ナルに接続して使用します。 



TTL 増 灯アダプター AS- 10 

TTL で3灯!;(上のを灯撮影を行ラ場合や、補助灯のスピードラ 
イトに増灯ターミナルびない場合に使用します。三脚取り付け 
用のねじ穴と3ケ所の TTL 増灯ターミナルを備えています。 





シンク□コード SC-1 1(約2己 cm) 

コイルシンク□コード SC-1 已（約] m) 

SB - 800をカメラから離して発光させるときや、アクセサリ 
ーシューのないカメラと組み合わせて使用するとさ、マニュ 
乃 レ発光での増な撮影を行ラ場合などに使用します。 


ホットシューアダプター AS-1 已 

シンク□ター三ナルを備えていないカメラと接続する場合に 
使用します。 


スレーブフラッシュコント□-ラー SU-4 

主灯の発光開始と発光停止を SU -4 のセンサーで検知し、 SU - 
4を取り付けたスピードライトの発光開始と停止を同じタイミ 
ングで制御しますので、 TTL モードによるワイヤレス増灯撮 
影び可能です。また、 SU -4 のモードを切り換えることにより 
マニユア) レ発光での増灯撮影わワイヤレスで可能です。 



S 
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J 別売アクセヴ u — の紹介つづを 



TTL ガン カプラー AS- 17 

F 3 シ U —ズカメラ専用のアダプターです。 F 3 専用スピード 
ライトじ(外の TTL スピードライト ( S 巨-800など)を使用して、 
TTL 調光び可能になります。 



ブラケット SK-7 

カメラとスピードライトを水平に並べてセットでさる、固定ね 
じ付きの金属板。スピードライトは TTL 増なアダプタ ー AS - 
10 (別売）を使用して固定します。 



増なブラケット SK-E900 
増灯アダプタ AS-E900 (SK-E 900 に 1 個付属） 

デジタルカメラクールピクス900系に SK - E 900を装着し、 
AS - E 900でクールピクスの増灯夕ーミナルに接続すると、 
S 目-800を増灯スピードライトとして使用できます。(岐 P . 40) 


■■■その他のアクセサリー 



スピードライトスタンド AS-1 9 

付属品のスピードライトスタンド AS -1 9と同じをのです。 



カラーフィルタセット SJ-1 

カラーフィルタ8種類、20枚のセットです。 

カラーフィルタは消耗品です。ご使用条件により異なります 
び、発光時の熱によって劣化します。適時点検の上、交換す 
るよラおすすめいたします。 
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■■■外部電源 


接続方法 

外部電源コネクターのキャップを外し、電源コードを 
接続してください。 

• SD -6、 SD -7 の接続には、電源コード SC -1 目 A をご使用く 
ださい。 SC -1 目は使用でさません。 

-他社製の外部電源のご使用は、おすすめできません。 



積層 パック 単ニパック パワーアシストパック パワーブラケット SK -6 

SD - 巨 SD -7 SD -8 A 

まな仕様 


外部電源 

使用電池 

最短発光間隔 
(電池初期） 

発光間隔と発光回数 

積層パック 

SD-6( ※り 

31 5V 積層電池(日21日）X1個 

約1.日秒 

1.日〜3日秒で42日回な上 

単ニパック 

SD-7(《2) 

単二形アルカ U 乾電池X 6本 

約 2.5 秒 

2.日〜3日秒で3日日回な上 

パワーアシストパック 
SD-8A(《3) 

単 E 形アルカ U 乾電池X 6本 

約 2.5 秒 

2.巳〜3日秒で32日回な上 

単；形ニカド電池り00日 mA) X 目本 

約2秒 

2〜3日秒で19日回な上 

単吉おニッケル乾電池 X 目本 

約 2.5 秒 

2〜3日秒で38日回な上 

単吉おニッケル水素電池に日日日 mA) X 目本 

約2秒 

2〜3日秒で3日日回切上 

単吉形 U チウム電池 X 目本(《4) 

約 3.5 秒 

3.日〜3日秒で310回な上 

パワーブラケット 
SK-6(^2) 

単=形乃レカ U 乾電池X 4本 

約3秒 

3〜3日秒で 23C] 回切上 

単；形ニカド電池り日日日 mA) X4 本 

約 2.5 秒 

2.日〜3日秒で15日回1；!上 

単吉形ニッケル乾電池X 4本 

約3.秒 

3〜3日秒で28日回切上 

単吉おニッケル水素電池に日日日 mA) X 4本 

約 2.5 秒 

2.日〜3日秒で23日回な上 

単吉形 U チウム電池 X 4本(《4) 

約 3.5 秒 

3.日〜3日秒で26日回1；!上 


: SB - 800に単三形アルカリ乾電池を使用。 SD - 目の単三形乾電池は不要 
《2 : SB - 800に単三形アルカ U 乾電池を使用 
《3 : S 巨-800、外部電源共に同じタイプの電池を使用 
《4:120秒ごとに発光させた場合 

-電池の新旧、および同じ銘柄でわ、電池性能の変更等によってデータび異なることびあります。 

- SD -8 A または SK - 目使用時にモデリング発光を行う場合、発光は SB - 800内の電源のみ 
で行われ外部電源は作動しない場合びありますび、故障ではありません。 

















































お手入れについて 


A 警告 

G 

使用禁止 

シンナーやベンジンなどの有機溶剤を清ミきに使用 
しないこと 

乂災や健康障害の原因となります。 

製品を破損します。 

II ■お手入れの方法 


• ブ□アーでゴミやホコ IJ を軽く吹さ仏った後、柔らかい清潔な布で軽く拭いてくだ 
さい。特に、海辺で使った後は、真水を数滴たらした柔らかい清漂な布で塩分を拭 
さ取ってから、乾いた布で軽く拭いて乾かしてください。 

•ブラシなどで表示パネルを拭いた場合、静電気で表示パネルび点好したり、黒く変 
色したりすることびありますび、故障ではありません。しばらく放置すると、正常 
な状態に戻ります。 

• 本機内部には、精密な電子部品び多く含まれています。振動や衝撃を与えないでく 
ださい。また、表示パネルを強い力で押さないでください。 


■■■保管の方法 


-カビや湿気による故障を防ぐため、風通しの良い乾燥したところに保管してくださ 
い。 

•ナフタ U ンや憧脳、磁気を発生する器具の近くには、置かないでください。 

-極度に高温になるところ（夏期の車内やスIブなどの近く）には、置かないでくだ 
さい。高温になると、故障の原因となります。 

•約2週間似上使用しないとさは、電池の液漏れによる故障を防ぐために、電池を取 
り出して < ださい。 

. コンデンサー（本機内部の部品）の劣化を防ぐため、約1ヶ月に1回はテスト発光を 
行ってください。 

. 乾燥剤（シ U カゲル）は湿気を吸って効力びなくなりますので、とさどさ交換して 
ください。 

m ご使用になる場所にご注意ください 

-極端に温度差びある場所に移動すると、本機内部や外観部に水滴び生じることびあ 
ります。バッグやビニール袋などに入れ、周囲の温度になじませてからご使用くだ 
さい。 

•テレビ塔や高圧鉄塔に近い場所では、強い磁気や電波び発生しており、誤作動する 
ことびあります。 
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電池について 


■■■使用できる電池 

1；(下に示す単3形、].己VI；(下の電池をご使用ください。 

-高性能マンガン電池のご使用はおすすめしません。 

-「増設電池パック SD- 800」（陽 P.70)、 「外部電源」（隊 P. 1 19) を使用すると、安定し 
た電源供給-発光回数の増加-発光間隔の短縮などの効果びあります。 

アルカリ乾電池 （ 1 .5V) /ニッケル乾電池 （ 1.已V) 

充電池ではありません。充電すると、破裂する恐れびあります。 

リチウム電池り.已V) 

充電池ではありません。充電すると、破裂する恐れびあります。 

電池の仕様により、連続発光して電池び高温になると、フィルム1本程度の撮影 
で発光でさなくなることびあります。ただし、電池温度び下びれば、ご使用に 
なれます。 

ニカド電池統電式、 1.2V)/ ニッケル水素電池統電式、 1.2V) 

充電池です。ご使用上のを意や充電ち法などについては、各メーカーの電池お 
よび充電器の使用説明書をご覧ください。 


撤 小型巧電式電池 
iSSi のリサイクル 


不要になった巧電式電池は、貴重な資源を守 
るために、廃棄しないで巧電式電池リヴイク 
ル協力店へお持ちください。 


■■■電池に関するご注意 


•一般的に、スピードライトは非常に大さな電流を消費しますので、電池などに記さ 
れている充放電回数前に電池び使えなくなる場合びあります。 


• 交換の際は、4本（または己本）とを同じメーカーの同じ種類の新品電池を入れてく 
ださい。 

•電池を交換するときは、電源を日 FF にして、 ©/© を間違えないよう正しく入れて 
ください。 

•電池の両極に油や汚れなどび付着していると、接触不良の原因となりますので、ご 
注意ください。 



S 


•電池には、低温になるほど性能び低下する性質、休ませておくと電圧び回復する性 
質、使わなくてを自己放電する性質びありますので、ご使用になる前には電池の容 
量の確認を必びけて、電池は早めに交換することをおすすめします。 

• 電池は、高温-多湿になる場所を避けて保管してください。 
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J 故障かな？と思った 5 


トラブルび起さたり、本機またはカメラによる警告表示びありましたら、修理 
を依頼する前に、下記の点を確認してください。 

■■■本機のトラブル 


トラブル 

原因 

参照ページ 

電源び入らない。 

電池の®/©び迎こなってしぶ。 

P . 24 

レディライトび点好しない。 

電池の容量び不足している。 

P . 2已 

スタンノ (イモードで電源び日 FF になっている。 

P . 27 

電源び自動的に日 FF になる。 

電池の容量び極端に不足している。 

P . 2己 

電源び日 F 刊きでち、ズーム動作の異 
音び発生する。 

電池の容量び極端に不足している。 

P . 2己 

調光範囲び点灯しない。 

フラッシュヘッドび正面水平または下ち向 

7^：!がにセットされている。 

P . 29 

TTL モードで、圃、困び点好しな 
い。 

カメラの露出 • 測光モードの設定やレンズの 
組み合わせび間違っている。 

P . 114 

照射角を1 4 mm および1 7 mm なが 
にセットでさない。 

ワイドパネルをセットしている、またはバウン 
スアダプターを装着している。 

P .107、 

110 

操作ボタン (( DD ボタン、 0/0 ボ 
タン、陋 /〔 C ボタン)、趣)ボタンを巧 
してち作動しない 

キー□ックされている 

P . 18 

スピードライトび発光しない 

カスタムフアンクシヨン機能によって、発 
光び禁止されている 

P . 73 


122 
















■■■ワイドパネルが取れてしまった場合は 

ワイドパネルをセットした状態で強い衝撃を与えると、ワイドパネルび外れる 
おそれびありますので、ごを意ください。ワイドパネルび取れてしまった場合 
の補修は、ご購入店または当社サービス機関（本書裏面）にご依頼ください。 

-ワイドパネルび取れると、ワイドパネルをセットした状態と同じになり、照射角は 
(外にセットでさなくなります。照射角を変更する場合は、カスタムフ 
アンクシヨンの「ワイドパネル破損時の照射角設定」で設定してください。（岐 P. 73) 


■■■本機の警告表示 


トラブル 

原因 

参照ページ 

発光直後にレディライトび約3秒間点 
滅する。 

ご使用のカメラによっては、 TTL 調 
光アンダーマークび点灯し、 TTL 調 
光アンダー量を表示します。 

露出不足の可能性びある。 

P. 39 

破線アンダーバーび表示される。 

フラッシュヘッドび下ち向7°にセットされて 
いる。 

P. 29 

絞り表示び" FEE" になり、シャッタ 
一びされない。 

レンズの絞りび最ル絞りにセットされてい 
ない。 

- 

ワイヤレスでの増打撮影のとさ、ヴ 
ウンドモニターび"ピーピーピー- 
と 3 回鳴った。 

スピードライトびフル発光して、適正露出 
び得られていない。 

P. 9日 











g 故障かな？と思った5つづを 


m カメラのファインダー内レデイライトの点滅によるトラブル表示 


トラブル 

原因 

参照ページ 

A 〜 F グループ (F70d を除く）、デジタルー眼レフカメラ 

P. 28 

TTL モードで、シャッターボタンを 
半巧しすると、点滅する。 

S 日- 8 日日び正しく取り付けられていない。 

E 、 F グループカメラ 

- 

TTL モードで、電源日 N 時に点滅する。 

-フィルム感度の高感度側び連動範囲外。 

- FA カメラは、高感度側またはお感度側び 
連動範囲が。 

F グループカメラ 

P. 116 

TTL モードで、点滅する。 

シャッタースピードび M9 日- M25 日または 
日にセットされている。 

FM3A-NewFM2 カメラ 

- 

点滅 g る。 

シャッタースピードび同調速度より高速にセ 
ットされている。 

NewFM2 、 ニコンが s カメラ 

P. 116 

TTL モードにすると、点滅する。 

SB-8 日日び TTL モードにセットされている。 


マイク□コンピュータの特性 

本機の制御は、主としてマイク□コンピュータによって電子的に行われています。マイク□コ 
ンピュータの特性として、極めて稀に、充分容量びある電池び正しく装慎されていてち本機 
び正しく作動しなかったり、異常な表示び出たりすることびあります。このような場合は、電 
源スイッチを日 N にしたまま電池を入れ直し、作動させてください。 
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表示パネルについて 


■■■表示パネルの特性 

-表示パネルの液晶には指向性びあります。斜め上から見ると読み取りにくくなりますび、 
やや下の方向から見ると読み取りやす < なります。 

•約目〇で!；(上の高温下では、一時的に液晶表示び黒くなることびありますび、常温に戻れ 
ば表示わ正常に戻ります。 

•低温下では液晶の応答速度び多少遅くなり、表示び読み取りにくくなったり、表示の切 
り換わりに時間びかかったりすることびありますび、常温に戻れば正常に戻ります。 

■■■表示パネルバックライトの設定 

本機の電源び ON の状態で各種操作ボタンを押すと、バックライトび約] 6砂間 

点灯して、表示パネルび読み取りやすくなります。 

•点口しないようにするには、カスタムフアンクシヨン機能（陽 P. 73) の「表示パネルバ 
ックライトの設定」で 「OFF」 にセットします。 

•日 FF に設定してを、カメラ側の表示パネルの照明び点灯すると、連動して本機の表示パ 
ネルの照明も点灯します。また、カスタムフアンクシヨン設定画面にしたときも点灯し 
ます。 


■■■表示パネルの明るさの設定 


表示パネルの明るさを、カスタムフアンクシヨン機能 （ D ^ P . 73) で調整して、 
読み取りやすくすることびでさます。 

カスタムフアンクシヨン設定画面で 「LCD」 を選 
択し、趣)ボタンを巧します。 


1 1 。。 叫脚 

1固旺 

— 1 

1 FLASH 

|^(0)ready| 

隱马 


巳巧 WADY! 


2陋/並ボタンで希望の明るさを選択します。 

-設定可能な明るさは9段階で、バーグラフで示されます。 
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アフターサービスと保証について 


■この製品の操作方法や修理についてのお問い合わせは 

ご意見、ご質問はニコンカスタマーサポートセンターでお受けしています。 

-ニコンカスタマーサポートセンターにつきましては、使用説明書裏面をご参照ください。 

■修理を依頼される場合は 

ご購入店、または当社サービス機関にご依頼ください。 

-ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することびできない場合は、最寄り 
の販売店、または当社サービス機関にご相談ください。 

■補修用性能部品について 

本機の補修用性能部品の保有期間は、製造打ち切り後7年間を目安としています。 

-補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

. 修理可能期間は、部品保有期間内とさせていたださます。なお、部品保有期間経過 
後におさましてを、修理可能な場合をありますので、ご購入店、または当社サービ 
ス機関へお問い合わせください。 

-水没、火災、落下等による故障、または破損で全損と認められる場合は、修理び不 
可能となります。なお、この故障または破損の程度の判定は、当社サービス機関に 
お任せください。 


-製品の保証について- 

①この製品には「保証書」びついていますのでご確認ください。 

③ 保証書はお買い上げの際、ご購入店からお客様に直接お渡しすることになっています。 

「ご愛用者氏名」および「ご住所」「購入年月曰」「購入店名」びすベて記載された保証書 
をお受け取りになり、内容をよくお読みのラえ、大切に保管してください。 

⑤ イ呆証規定による保証修理ホ、ご購入日から1年間となっております。 

「イ呆証書」をお受け取りになりませんと、上述のイ呆証修理びお受けになれないことにな 
りますので、もしお受け取りにならなかった場合は、ただちにご購入店にご請求ください。 

④ 海外での保証内修理は領収書の提示を求められることびありますので、保証書とともに 
領収書の携行をお願い致します(領収書のない場合は有料となる場合びあります)。 

⑥ イ呆証期間経過後の修理は、原則として有料となります。また、運賃諸掛かりはお客様にご 
負担願います。 

⑥保証期間中や保証期間経過後の修理、故障など、アフターサービスについてご不明なこ 
とびございましたら、ご購入店、または当社サービス機関へお問い合わせください。 







仕様 


形 式 

直列制御方式 TTL 自動調光スピードライト 

ガイドナンバー 
(照射角3已 mm 、 20°〇 

38 ( IS 0100 - m ) /己3 ( IS 0200 - m ) 

調光節囲 
(TTL モード/ 

絞り連動自動調光/ 

が部自動調光調光時） 

0.目の〜20の（に日感度、照射角、絞り値によって異なります） 


発光モード 


表示 

発光モード 

使用できるカメラ 

画 

i - TTL モード 

CLS 対応カメラ、 i - TTL 対応クールピクス 
カメラ 

画 

D - TTL モード 

CLS 非対応デジタ レー眼レフカメラ 

圃 

TTU 銀塩)モード 

A 〜 F グループ(銀塩フィルム式)カメラ 

画 

バランス調光 

CLS 対応、 CLS 非対応デジタルー眼レス 

( TTL と同時 


A 〜 D の各グループに、 D グループカメラ 

に表示） 


では BL は表示されません） 

M 

絞り連動自動調光 

CLS 対応、 CLS 非対応デジタルー眼レス 
ん目、 i - TTL 対応クールピクスの各グループ 
カメラ 

囲 

外部自動調光 

制限はありません 

國 

距離優先マニュアル発光 

Dlx 、 DIh カメラを除く 

励 

マニュアル発光 

制限はありません 

晒 

U ピーティング発光 

制限はありません 


その他の発光機能 テスト発光/モニタ発光/アクティブ補助光/モデ U ング発光 


クリエイティブ ニコンク U エイテイブライティングシステムにより、対応カメラと 


ライティング 

システム 


増な撮影機能 


組み合わせると、次の機能び可能です。 

i - TTL モード/アドバンストワイヤレスライティング / FV □ック撮影/発光 
色温度情報伝達/オート FP 八イスピードシンク□撮影/ 

マルチェ U アアクティブ補助光 


増打撮影の種類 

使用できるカメラ 

アドバンストワイヤレスライティング撮影 

CLS 対応専用 

SU -4 タイプのワイヤレス増な撮影 

制限はありません 

コード接続増灯撮影 

制限はありません 
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仕様つづき 


カメラ側の設定 
による撮影機能 


ス□ーシンク□撮影/ホ目軽減発光撮影/ホ目軽減ス□ーシンク□撮影/ 
後幕シンク□撮影/才ート FP 八イスピードシンク□撮影/ FV □ック撮影 


照射角度 


7段階に切り換え可能 


ズーム セット位置 

カバーできる 
レンズの焦点距離 

照射角度 r ) 

垂直方向 

水平方向 

1 4 mm (巨 A ) 

1 4 mm 

110 

120 

14 mm ( WP ) 

1 4 mm 

110 

120 

17 mm ( WP ) 

17 mm 

100 

110 

24 mm 

24 mm 

60 

78 

28 mm 

28 mm 

己 3 

70 

3 己 mm 

3 己 mm 

4己 

60 

己 0 mm 

己 0 mm 

34 

46 

70 mm 

70 mm 

26 

36 

8 己 mm 

8 己 mm 

23 

31 

10 己 mm 

10 己 mm 

20 

27 


巨 A :バウンスアダプター装着時（固定。自動設定可能） 
WP :ワイドパネル使用時に段階に切り換え可能） 


バウンス角度 


を直方向 
(ク IJ ック 
水平方向 
(ク IJ ック 


上方向90°〜正面〜下方向7。 

7°/正面/4己 °/目0°/7己 °/90°) 

左方向18ぴ〜ち方向90° 

正面/3ぴ/6ぴ/9ぴ/ I 20 V 1 己ぴ/ I 8ぴ） 


電源 ON/OFF 


‘趣亟)ボタンを約 0.3 秒押して電源日 N / OFF 切り換え 
’スタンバイ機能設定可能 


使用電池/ 

発光間隔/ 

発光回数 
(M 1/1発光時） 


次の単3形 • 1.日 V し: TF の同一種類4本 

乃レカ IJ 乾電池/リチウム電池にッがレ乾電池にカド電池にッがレ水素電池 


電池 

使用本数 

最短発光間隔※ 

発光回数/発光間隔※ 

アルカ IJ 乾電池 

4本 

約6.日秒 

13日回1；!上/6〜3日秒 

己本 

約5.日秒 

130回上/5〜3日秒 

リチウム電池 

4本 

約 7.5 秒 

17日回1；|上/7.5〜3日秒 

己本 

約 7.5 秒 

19日回な上/ 7.5 〜3日秒 

ニッケル乾電池 

4本 

約目.日秒 

14日回上/6〜3日秒 

己本 

約己日秒 

14日回化/巳〜3日秒 

ニカド電池り000 mA ) 
(充電式） 

4本 

約 4. 日秒 

9日回な上/4〜3日秒 

巳本 

約 3.5 秒 

9日回1；!上/ 3.5 〜3日秒 

ニッケル水素電池 
に日日日 mAK 充電式） 

4本 

約 4. 日秒 

1巳0回な上/4〜3日秒 

己本 

約 2.9 秒 

1巳0回上/ 2.9 〜3日秒 


※電池初期での性能 

-アクティブ補助光 • ズーム作動 • 表示パみレのノ くックライトの非使用時 












































が部電源 


レデイライト 


閃光時間 


□ックレバー 


が部電源 

使用電池 

積層 パック SD -6 

31己 V 積層乾電池 

単ニパック SD -7 

単二形乾電池 X 目本 

!の一了シス トパック SD -8 A 

単云形乾電池 X 目本 

パワーブラケット SK -6 

単^形乾電池 X 4本 


点灯：充電完了 

点滅：フル発光時の露出警告 

( TTL モード/絞り連動自動調光/外部自動調光時) 


約1/1日5日秒: M 1/1 発光 ( FULL ) 
約1/11日日砂: M 1/2 発光 
約1/27日日砂: M 1/4発光 
約1/59日日秒: M 1/8発光 


約1/1日90日砂: M 1/16発光 
約1/17吕日日砂: M 1/32発光 
約1/323日日砂: M 1/64発光 
約1/416日日秒: M 1/1 28発光 


□ックプレートおよび□ックピンにより、アクセヴ U —シューから 


の脱落を防止。 


調光補正 


カスタム 
フアンクシヨン 


+3.0 〜一 3.0 の範囲で1/3段ステップで調光可能。 （ TTL モード/絞 
り連動自動調光/距離優先マニュア>1レ発光時） 

次の12種類の設定び効率よく行えます。 

IS 日感度の設定/ワイヤレスモードの設定/ 

ワイヤレスモード時のヴウンドモニタの設定/ 

外部調光モードの設定/スタンバイ機能の設定/ 


m / ft 表示切り換え/オートパワーズームの解除/ 


ワイドパネル破損時の照射角設定/ 

表示パネ>1レバックライトの設定/表示パネ>1レの明るさの設定/ 
_アクティブ補助光の設定/本発光の設定_ 

その他の機能 TTL 調光アンダー量再表示/初期設定への U セツト/キー□ック 


ワイドパネル 
大きさ 
質量 （重さ） 
付属品 


焦点距離1 4 mm / 1 7 mm のレンズの画角をカバー 
約70.日（幅） XI 29.5 (高さ ）X 93.0 (奥行 ） mm 
約3曰〇呂（電池を除く） 

増設電池パック SD - 800/スピードライトスタンド AS -1 9/ 
カラーフイルタ SJ - 800/バウンスアダプター SW -10 H / 
外部電源コネクター用キャップ/ソフトケース SS -800 


•仕様中の性能データは、すべて常温（20で）、新品電池使用時のわのです。 
• 仕様、外観の一部は改良のため予告なしに変更することびあります。 
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英数字 


AF-ILL . 

AF-ILL ONLY 

目 L 調光 . 

CLS . 

CLS 対応…… 

CLS 非対応… 

C 日日 LPIX .... 

CPU レンズ ( CPU 内蔵ニッコール) 

D - TTL モード . 

D タイプレンズ . 

FLASH ボタン . 

FV □ック撮影 . 

G タイプレンズ . 

i - TTL モード . 

ISO 感度 . 

IS 日感度係数 . 

m / ft 表示 . 

MASTER . 

MODE ボタン . 

N 0 AF-ILL . 

日 N / OFF ボタン . 

REMOTE . 

SU -4 タイプのワイヤレス増灯撮影 
TTL 調光アンダー量表示 

TTL モード . 

+/- ボタン . 



アイコン . 

赤目軽減ス□ーシンク□撮影 
赤目軽減発光撮影 . 


アクセサリー . 117 

アクティブ補助光 . 68 

アドバンストワイヤレスライティング撮影- -82 

後幕シンク□撮影 . 65 

アフターサービスと保証 . 126 

才ートパワーズーム . 32 

才ート FP 八イスピードシンク □. 66 



ガイドナンパー . 

外部調光モード . 

外部自動調光 . 

外部電源 . 

各部の名称 . 

カスタムフアンクシヨン . 

カメラの グループ 分け . 

カラーフィルタ . 

キー□ック . 

キャッチライト効果 . 

距離優先マニュアル発光 . 

近接撮影 . 

ク U エイティブライティングシステム 

巧レープ . 

ク ールピ クス . 

交信チャンネル . 

コード接続での増灯撮影 . 


最短発光間隔 . 25 

サウンドモニタ . 9己 

先幕シンク □. 38 

絞り優先才ート . 3己 


..49 
..44 
■•46 
119 
■16 
..73 
••14 
102 
■18 

107 
••50 

108 
■•11 
••14 
..40 
..83 
••96 


♦五十音順 

•各部の名称、アイコン等については r 各部の名称」（陵 P . 1目)、 r 表示パネル 
のアイコンについて」 （豚 P .19) をご覧ください。 


88314402228722096868880938 9 4 4 
目 6411142421 目 24347736179341 166 




























































::::: ：62 リセット . 

. 2目 U ピ-ティング発光 

24、121 レディラ仆 . 

連続発光 . 

露出補正 . 

• 107 露出モード . 

.... 104 □ツクレバー . 

...... 29 msm 

12己 

. 11 ワイドパネル . 

. 41 ワイヤレス増灯撮影 

•25. 54ヮィャレスモ-ド... 

. に4 ワイヤレス主灯 • • • • 

W 54 ワイヤレス補助灯 •• 


マスター . 

マニュアルモード . 

マニュアル発光 . 

マニュアル(露出モード） •••• 
マルチエリアアクティブ補助光 

マルチセレクター . 

モデ U ング発光 . 

モニタ発光 . 



初期設定 . 

照射角(照射角度）- •• 

シンク□モード . 

スタンダード TTL 調光 
スタンバイ機能…… 
スピードライトスタンド 
ス□-シンク□撮影 • • 

ソフトケース . 

操作ボタン . 

操作ボタン早見表 • • • • 
増設電池パック…… 

増灯撮影 . 

測光モード . 



チヤンネル . 

調光範囲…… 
調光範囲外警告 
調光補正…… 
調光補正値- • • I 

テスト発光 . 

電池 . 



ノのンスアダプター • 
バウンス撮影…… 
破線アンターバ—— 

バックライト . 

発光色温度情報伝達 

発光モード . 

発光回数 . 

発光間隔 . 

発光量 . 


バランス調光 . 43 

反転表示 . 21 

非 CPU レンズ . 22 

表示パネル . 125 

付属品 . 12 

フラッシュヘッド . 106 

フラッシュヘッド□ック解除ボタン . 28 

プ□グラムオート . 34 

補助灯 . 78 

本発光禁止 . 73 



絞り連動自動調光 . 44 

シャツター優先才ート . 3己 


2 S 


0 8 5 8 8 
1 7 7 7 7 


2283714288084 4 71 
133428目111773 83己 


182己8822 
24己36174 
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Nikon 


_ 製品の使い方と修理に関するお問い合わせ 

くニコンカスタマーヴポートセンター> 


を固共通 営業時間： 9:30〜18:00件末年始、夏期休暇等を除く毎日） 

Q 0570 ■02-8000 携觸話、 PHS 等をご使用の場合は、 03-5977-7033 にお 

市内通話料金でご利用し、ただけます bM:K が 


巿内通記料で OK 

ビブイトル巧 


FAX でのご相説ま、 03-5977-7499 におかけください。 


音声によるご案内に従い、ご利用窓口の番号を入力してください。お問い合わせ窓口の担当者 
びご質問にお答えいたします。 


^_ ニコン宅配修理ヴービスのご案内 _ ‘ 

修理品捆包資材のお届けから修理品のお引さ取り、修理後の製品のお届けまでのサービスは下記 
をご利用ください。（有料サービス） 

くニコン宅配 f 録里ヴービスお申し込み専用窓 □> 

_ 携帯電話や PHS 等からのご利用はできません。 

01 20-868-545 営業時間： 9:30〜17:30化-日-祝日を除く毎日）年末年始、夏期休暇等、 

休業する場合びあります。 

なお、上記フ U —ダイヤルでは宅配修理サービス関連!^がが)ご案内は斤っておりません。 


株式会社^ ^ 

ニコ >力乂ラお売株式舍社 


Printed in Japan 
TT5C00 300601 (K494) 10 
8MSA0610- 






